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戸
塚
秀
夫
氏
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
古
典
的
労
作
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
』
（
以
下
「
状
態
』
と
略
す
）
に
つ
い

て
論
じ
た
論
文
で
、
こ
の
労
作
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
宣
伝
の
書
と
し
て
重
視
さ
れ
「
科
学
的
な
文
献
と
し
て
は
十
分
な
吟
味
を
う
け

（
１
）
 

て
き
た
と
は
い
え
な
い
」
と
の
べ
、
更
に
こ
れ
ま
で
本
書
が
「
初
期
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
思
想
形
成
過
程
の
一
資
料
」
と
し
て
「
経
過
的
な

（
２
）
 

位
置
」
し
か
与
え
ら
れ
ず
、
「
産
業
革
命
を
へ
た
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
階
級
を
総
括
的
に
把
え
よ
う
と
し
た
、
科
学
的
な
認
識
の
書
」
と

し
て
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
で
は
ど
う
し
て
そ
う
し
た
見
地
か
ら
研
究
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
そ
の
理
由
を
二
つ
あ
げ
た
い
。
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
マ
ル
ク
ス
主
義
に
根
強
か
っ
た
公
式
主
義
、
教
条
主

義
的
傾
向
が
、
労
働
者
階
級
の
科
学
的
な
実
態
分
析
を
軽
視
し
て
い
た
た
め
に
、
労
働
者
階
級
の
実
態
分
析
の
一
つ
の
モ
デ
ル
を
示
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
本
書
に
対
し
て
関
心
を
も
た
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
初
期
エ
ン
ゲ
ル

ス
の
著
作
で
あ
る
た
め
、
方
法
論
的
に
も
理
論
的
に
も
未
成
熟
さ
が
あ
り
、
ど
う
し
て
も
批
判
的
な
考
察
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

は
し
が
き

労
働
者
階
級
の
実
証
的
歴
史
分
析
の
方
法
に
っ

ニ
ン
ゲ
ル
ス
『
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
階
級
の
状
態
』
の
方
法
の
場
合
Ｉ

村
串
仁
三

し、

て

郎
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教
条
主
義
的
傾
向
が
強
か
っ
た
従
来
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
、
い
き
お
い
朱
鎗
雷
の
検
討
そ
の
も
の
を
回
避
し
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
で

紅
あ
る
。

戸
塚
氏
の
論
文
は
、
そ
う
し
た
呪
縛
か
ら
躍
汲
’
さ
れ
て
、
主
と
し
て
本
書
を
「
労
働
者
調
査
の
科
学
的
文
献
」
と
み
、
そ
の
「
意
義

と
限
界
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
状
態
』
鐸
違
力
働
箸
滉
婚
級
の
状
態
論
自
体
の
問
題
ど
し
て
論
じ
た
数
少
姪
哩
研
究
論
文

、
、
、

の
一
つ
で
あ
る
。

し
か
し
戸
塚
氏
の
『
状
態
』
に
つ
い
て
の
研
究
視
角
は
、
未
奉
脅
を
「
イ
ギ
リ
ス
労
働
塞
湿
階
級
の
状
態
を
総
括
的
に
把
え
よ
う
と
し
た

、
、
、
、
、

科
学
的
認
搬
の
轡
」
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
＄
、
『
状
態
』
の
方
法
論
を
全
面
的
に
論
じ
る
の
で
な
く
、
単
に
「
労
働
者
調
査
の
科
学
的

文
献
」
（
「
意
義
と
限
界
」
）
と
し
て
の
考
察
に
限
定
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
こ
う
し
た
研
究
視
角
は
そ
れ
白
侭
正
し
い
の
で
あ
る
が
、
『
状

鵤
瞳
が
内
包
し
て
い
る
問
題
点
を
全
面
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
見
地
か
ら
は
ま
だ
一
面
的
で
あ
る
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
論
は
、
『
状
態
』
の
方
法
論
を
問
題
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
状
熊
竺
の
も
つ
基
本
的
、
本
質
的
な
問
題
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も

、
、

但
し
小
論
は
枚
数
制
限
の
都
合
上
、
前
掲
拙
稿
で
は
あ
ま
り
に
○
も
簡
単
に
し
か
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
『
状
態
』
の
方
法
に
つ
い
て
詳

説
す
る
と
い
う
形
式
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
従
っ
て
勝
手
な
が
ら
読
者
は
あ
ら
か
じ
め
拙
稿
を
参
照
の
う
え
、
小
論
を
読
ま
れ

小
論
は
、
『

の
で
あ
る
。

る
こ
と
を
希
望
し
て
お
き
た
い
。

（
１
）
戸
塚
「
エ
ン
ゲ
ル
ス
労
働
者
鯛
査
の
意
義
と
限
界
１
１
『
イ
ギ
リ
ス
に
糖
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
』
を
ぬ
ぐ
。
て
Ｉ
」
．
『
経
済
評
論
』
．

一
九
六
八
年
四
月
号
、
一
四
八
頁
。

（
２
）
同
上
、
一
四
九
頁
。
．
「

（
３
）
拙
稿
「
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
労
働
者
階
級
の
状
態
』
論
」
「
雑
誌
『
月
刊
社
会
党
』
一
九
六
七
年
七
月
、
八
月
、
一
○
月
、
一
一
月
、
一
月
号
に

連
戦
（
松
尾
均
編
の
と
こ
ろ
印
刷
の
ミ
ス
で
縞
が
脱
落
し
て
い
る
）
。
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「
『
状
態
』
の
研
究
対
象
と
課
題

、

①
『
状
態
』
の
研
究
対
象

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
に
あ
て
た
本
書
の
「
献
辞
」
面
「
こ
の
著
作
の
な
か
で
、
私
は
諸
君
の
生
活
条
件
、
諸
君

の
苦
悩
と
闘
争
、
諸
君
の
希
望
と
将
来
の
見
通
し
の
忠
実
な
画
像
を
、
わ
が
ド
イ
ツ
の
同
胞
に
た
い
し
て
え
が
い
て
み
せ
よ
う
と
試
み

（
１
）
 

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
の
「
生
活
条
件
」
「
苦
悩
と
闘
争
」
「
希
望
と
将
来
の
見
通
し
」
の
「
画
像
」

と
は
、
具
体
的
に
何
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
そ
れ
を
本
書
の
目
次
と
本
書
の
概
要
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
よ
そ
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
譜
の
目
次
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
に
寄
せ
る
（
「
献
辞
」
）

個
々
の
義
部
門
ｌ
篝
の
工
場
労
働
者
１
１

競
争

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
移
住

そ
の
他
の
労
働
部
門

工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
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鉱
山
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

（
２
）
 

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
た
い
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
態
度
」
．

以
上
の
目
次
だ
け
で
は
研
究
対
象
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
の
で
、
叙
述
内
容
を
も
う
少
し
明
確
に
し
て
み
よ
う
（
そ
の
際
ナ
ン
バ
ー

は
篇
別
を
明
確
に
す
る
た
め
に
筆
者
が
つ
け
た
）
。

一
、
「
序
説
」
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
階
級
の
前
史
及
び
発
生
史
、
イ
ギ
リ
ス
工
業
の
発
展
史
、
労
資
両
階
級
の
政
治
的
対
立
関

係
が
一
般
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

二
、
「
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
は
「
大
都
市
」
か
ら
「
労
働
運
動
」
の
章
に
至
る
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
記
述
の
前
文
で

あ
る
。
従
っ
て
「
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
の
記
述
全
体
は
第
一
篇
の
地
位
に
相
当
す
る
。
』

そ
し
て
こ
の
箙
は
内
容
的
に
は
ま
ず
一
一
つ
に
大
別
さ
れ
、
前
者
は
四
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

Ｉ
労
働
者
階
級
の
経
済
的
状
態
の
記
述

Ⅲ
「
大
都
市
」
の
章
で
は
、
都
市
労
働
者
の
住
衣
食
の
消
費
生
活
の
状
態
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

②
③
「
競
争
」
の
章
で
は
、
‐
Ｌ

個
々
の
労
働
者
の
韓
争
、
失
業
予
備
軍
の
大
規
模
な
競
争
、
予
備
軍
と
国
体
の
状
態
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
～
！

⑥
！
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
移
住
」
の
章
は
、
前
章
の
続
き
で
、
失
業
予
備
軍
の
特
殊
形
態
と
し
て
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の

移
住
の
実
態
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

③
「
諸
結
果
」
の
章
は
、
以
上
の
生
活
に
規
定
さ
れ
る
労
働
者
の
肉
体
的
、
精
神
的
状
態
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

労
働
運
動



側
③
「
個
々
の
労
働
部
門
」
の
章
で
は
主
と
し
て
労
働
過
程
に
お
け
る
労
働
者
の
状
態
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

⑧
「
そ
の
他
の
労
働
部
門
」
の
章
は
前
章
の
続
き
を
な
す
。

Ⅱ
「
労
働
運
動
」
の
章
は
、
前
章
ま
で
が
労
働
者
階
級
の
経
済
的
諸
条
件
の
記
述
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
労
働
者
の
政
治
的
側
面

の
記
述
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
の
資
本
家
に
対
す
る
反
抗
の
諸
形
態
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
最
後
の
章
の
「
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
に
た
い
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
態
度
」
の
本
文
が
こ
こ
に
く
れ
ば
、
労
働
者
階
級
の
上
部
構
造
の
全
面
的
分
析
と

し
て
よ
り
整
合
的
と
な
る
。

て
三
、
「
鉱
山
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
の
章
は
、
前
章
ま
で
の
「
エ
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
１
卜
」
の
篇
に
対
応
す
る
篇
で
あ
り
、
記
述
方

いつ
法
は
、
エ
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
記
述
内
容
を
圧
縮
し
た
か
た
ち
で
の
ぺ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

に搾
四
、
「
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
は
「
鉱
山
プ
ロ
」
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

、

の
五
、
最
後
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
対
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
態
度
」
の
章
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
言
葉
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
「
階

析
、

蝿
級
の
思
想
と
行
動
と
の
様
式
」
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
、
政
治
的
面
の
記
述
で
あ
り
、
「
労
働
運
動
」
と
併
せ
て
把
え

嘘
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
こ
の
章
の
最
後
の
小
文
は
全
篇
の
結
論
と
し
て
、
革
命
の
見
通
し
を
与
え
て
い
る
の
で
独
自
の
篇
と

も
、

蕊
し
て
把
え
て
も
よ
い
と
思
う
。

”
以
上
に
よ
っ
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
『
状
態
』
で
あ
つ
か
っ
た
研
究
対
象
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
今
こ
れ
を
も
う
一
度

誰
明
砿
に
特
徴
づ
け
る
な
ら
ば
、
次
の
如
く
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

鋼
一
、
『
状
態
』
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
現
実
的
具
体
的
歴
史
的
な
事
実
関
係
そ
れ
自
体
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
、

、
、
、

、
、
、
、

と
い
う
》
」
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
特
定
の
国
の
、
一
九
世
紀
前
半
と
い
う
一
定
の
時
期
の
労
働
者
階
級
の
状
態
を

７
 
１
 

３
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
「
研
究
対
象
に
つ
い
て
、
た
ん
な
る
抽
象
的
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（
３
）
 

（
４
）
’
 

知
織
以
上
の
も
の
」
つ
ま
り
「
事
実
」
そ
の
ｊ
ｂ
の
の
分
析
で
あ
っ
た
●
こ
の
点
理
論
経
済
学
な
ど
の
研
究
対
象
と
根
本
的
に
異
な
る
。

『
資
本
論
』
で
は
、
「
問
題
な
の
は
資
本
制
的
生
産
の
諸
々
の
自
然
法
則
」
「
そ
の
も
の
で
あ
り
、
頑
強
に
必
然
性
を
も
っ
て
作
用
し

づ
ゲ
タ
’

て
自
己
を
貫
徹
し
つ
つ
あ
る
こ
れ
ら
の
傾
向
」
、
あ
る
い
は
そ
の
「
理
論
的
驍
鰊
』
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
『
状
態
』
は
、
あ
く
ま
で
、

一
定
の
国
の
一
定
の
時
潮
の
労
働
者
階
級
の
現
実
的
で
、
具
体
的
な
歴
史
的
事
実
関
係
そ
の
も
の
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
６
）
 

二
、
『
状
態
』
の
研
究
対
象
は
「
対
象
が
包
括
的
」
で
あ
り
、
従
っ
て
労
働
者
階
級
を
全
面
的
に
研
究
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
労
働
者
階
級
の
経
済
的
側
面
だ
け
で
な
く
政
治
的
側
面
を
も
、
又
前
者
に
つ
い
て
は
労
働
力
商
品
及
び
そ
の
人
格
的
担

手
の
再
生
産
過
程
（
生
産
、
流
通
、
消
饗
）
を
全
面
的
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
の
運
動
の
基
本
形
態
、
発
展
段
階
を
全
面
的

（
７
）
 

に
扱
っ
て
い
る
。
又
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
「
す
べ
て
の
労
働
者
筆
と
扱
っ
た
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
基
本
的
な
産
業
部
門
の
労
働

者
を
す
べ
て
あ
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
『
状
態
』
の
「
包
括
的
」
な
記
述
は
、
『
喪
本
論
』
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
な
個
々
の

（
８
）
 

理
論
の
「
例
証
」
‐
と
し
て
、
例
え
ば
『
労
働
Ｒ
【
』
の
理
論
展
開
の
「
例
証
」
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
の
「
標
準
労

働
日
の
た
め
の
闘
争
」
と
い
う
断
片
的
な
記
述
と
異
な
る
。
『
資
本
論
』
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
階
級
の
断
片
的
状
態
は
、
あ
く

ま
で
個
々
の
理
論
の
「
例
証
」
で
あ
り
、
各
断
片
的
「
状
態
」
は
そ
れ
自
体
相
互
に
体
系
的
な
関
連
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
本
書
の
『
状
態
』
の
対
象
は
一
つ
の
体
系
的
関
連
を
も
っ
た
「
包
括
的
」
な
記
述
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
状
態
』
の
研
究
対
象
は
、
具
体
的
歴
史
的
な
し
か
も
綜
合
的
全
面
的
な
労
働
箸
階
級
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の

限
り
で
理
論
的
科
学
の
研
究
対
象
と
根
本
的
に
異
な
る
Ｐ
後
者
の
場
合
は
あ
く
ま
で
具
体
的
な
労
働
者
の
状
態
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
抽
出

の
手
段
で
あ
り
、
理
論
を
例
証
す
る
素
材
な
の
で
あ
る
。

（
１
）
マ
ル
・
エ
ン
全
集
（
大
月
版
以
下
同
じ
）
第
二
巻
、
二
二
五
頁
。
ｊ

（
２
）
同
上
、
目
次
参
照
。
．



（
８
）
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
『
経
済
学
批
判
』
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
の
『
経
済
学
批
判
』
の
方
法
を
批
評
し
て
、
「
理
騰
的
展
開
」
が

「
純
粋
に
抽
象
的
な
領
域
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
よ
う
に
歴
史
的
説
明
を
「
例
証
」
と
し
て
「
非
常
に
多
種
多
様
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
」
と
い
っ

て
い
る
『
経
済
学
批
判
』
（
岩
波
文
庫
版
）
、
一
一
六
八
頁
。

て、瓠
②
『
状
態
』
の
研
究
課
題

に雄
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
右
に
み
た
研
究
対
象
を
通
じ
て
何
を
研
究
の
課
題
あ
る
い
は
目
的
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
引
用
し
た
よ

古
。
ご

姉
う
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
階
級
の
状
態
を
「
わ
が
ド
イ
ツ
の
同
胞
に
た
い
し
て
え
が
い
て
み
せ
よ
う
と
試
み
た
」
と
い

甥
う
の
だ
が
、
そ
の
意
図
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

歴
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
序
文
」
で
「
労
働
者
階
級
の
状
態
は
、
現
代
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
運
動
の
実
際
の
土
台
で
あ
り
、
出
発
点
で
あ

識（１）
、
、

実
る
」
と
の
べ
、
労
働
者
階
級
の
状
態
を
問
題
に
す
る
意
義
を
検
討
し
て
い
る
。
彼
は
、
「
労
働
者
階
級
の
状
態
」
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の

”
あ
い
だ
に
現
存
す
る
社
会
的
困
窮
の
最
高
の
、
も
っ
と
も
露
骨
な
頂
点
」
で
あ
る
と
い
い
、
「
こ
の
労
働
者
階
級
の
状
態
か
ら
、
フ
ラ

謡
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
労
働
者
の
共
産
主
義
は
直
接
に
生
み
だ
さ
れ
、
フ
ー
リ
エ
主
義
と
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
主
義
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
教
養
あ

鋼
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
共
産
主
義
は
、
間
接
的
に
生
み
だ
さ
れ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
唯
物
論
的
見
地
に
立
っ
て
エ
ン
ゲ

（
２
）
 

９
ル
ス
は
、
「
一
方
で
は
社
会
主
義
の
理
論
に
、
他
方
で
は
こ
の
理
論
の
正
当
性
に
か
ん
す
る
判
断
に
、
不
動
の
基
礎
を
あ
た
え
る
た
め

１
 

（
３
）
 

３
に
、
…
…
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

グー、’■、グー、ゲー、戸口､〆■、

８７６５４３ 
，－'～’～ンﾐーンＬ－ｸﾞ～プ

同
上
、
二
二
八
頁
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
ヨ

『
資
本
論
』
（
青
木
書
店
版
以
下
同
じ
）
、
七
一
頁
。

マ
ル
・
エ
ン
全
集
第
二
巻
、
二
二
八
頁
。

同
上
、
二
二
五
頁
。

同
上
、
二
二
八
頁
。
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ニ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
『
状
態
』
に
お
い
て
、
彼
の
社
会
主
義
理
論
、
彼
の
社
会
主
義
論
の
正
当
性
を
証
明
す
る
基
礎
を
与
え
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
ま
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
補
遺
」
で
「
私
が
主
と
し
て
問
題
と
し
た
の
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

（
４
）
 

相
互
の
地
位
と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
階
級
の
あ
い
だ
の
闘
争
の
必
然
性
を
述
べ
る
こ
と
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
ｐ
も
ち
ろ
ん
彼
は

、
、
、

、
、

単
に
階
級
闘
争
の
必
然
性
を
抽
象
理
論
と
し
て
記
述
し
よ
う
と
し
た
の
で
な
く
、
「
的
確
な
反
駁
の
余
地
の
な
い
事
実
に
よ
っ
て
」

（
５
）
 

「
証
明
」
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
『
状
態
』
に
お
い
て
、
彼
の
哲
学
、
一
般
的
経
済
理
論
勺
社
会
主
義
理
論
そ
の
も
の
を
記
述
し
よ

う
と
し
た
の
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
特
定
の
国
の
現
実
的
具
体
的
歴
史
的
状
態
と
い
う
事
例
に
よ
っ
て
、
実
証
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
そ
れ
は
、
彼
の
哲
学
、
一
般
的
経
済
理
論
、
社
会
主
義
理
論
を
も
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級

の
状
態
を
現
実
的
具
体
的
歴
史
的
に
認
識
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
『
状
態
』
の
基
本
的
な
課
題
が
あ
る
。

、
、
、
、

、
、
マ

ェ
ン
ゲ
ル
ス
は
》
」
の
課
題
を
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
の
状
態
の
研
究
を
通
じ
て
果
す
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
え
た
歴
史
的
事
情
は

二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
何
よ
り
も
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
と
い
う
歴
史
的
事
情
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
思
想
）
略
成
に
と

っ
て
イ
ギ
リ
ス
へ
の
赴
任
と
い
う
事
情
が
与
え
た
影
響
は
絶
大
な
も
の
が
あ
っ
た
。
彼
が
イ
ギ
リ
ス
に
行
か
な
か
っ
た
な
ら
『
状
龍
』

は
書
か
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。
し
か
も
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
の
状
態
の
分
析
を
志
し
た
際
に
、
そ
れ
を
可
能
に
し

（
６
）
 

た
の
は
、
す
で
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
だ
け
で
あ
る
と
は
い
唇
え
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
状
態
が
古
典
的
な
形
態
で
完
全
に
存
在
し
」
て
お

り
、
資
料
も
あ
る
程
度
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歴
史
的
事
情
を
背
景
に
し
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
『
状
態
』
研
究
の
課
題
を
果
す
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
、
エ
ン
ゲ
ル

ス
が
『
状
態
』
研
究
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
直
接
の
動
機
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
、
「
ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
と
共
産
主
義
は
、
そ
の
他
の
国
の
ど
れ
に
く
ら
べ
て
も
、
た
ぶ
ん
に
理
論



的
な
前
提
か
ら
出
発
」
す
る
と
い
う
思
弁
的
傾
向
が
強
く
、
か
つ
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
現
実
の
生
活
状
態
は
、
わ
が
ド
イ
ツ
の
理

論
家
た
ち
の
あ
い
だ
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
」
か
つ
た
の
で
、
「
わ
が
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
こ
の
問

題
に
お
け
る
事
実
の
知
識
が
処
興
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
と
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
の
要
求
に
応
え
る
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
同
時
に
彼
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
貧
困
と
抑
圧
を
生
じ
さ
せ
た
の
と
同
じ
根
本
原
因
が
、
ド
イ
ツ
に

（
８
）
 

も
同
じ
よ
う
に
存
在
し
、
長
い
あ
い
だ
に
は
同
じ
結
果
を
生
み
だ
す
に
ち
が
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

に
証
明
し
こ
の
こ
と
を
自
覚
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
事
情
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
彼
の
哲
学

氏
や
経
済
理
論
、
社
会
主
義
理
論
の
正
し
さ
を
実
証
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
の
状
態
と
い
う
個
別
的
な
実
態
の

！
 

』
分
析
に
よ
っ
て
一
般
的
に
実
証
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
逆
に
い
え
ば
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
こ
の
段
階
で
は
フ
ラ
ン

龍
ス
や
ド
イ
ツ
と
対
比
し
て
、
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
の
状
態
の
特
殊
性
、
従
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
革
命
の
特
殊
性
を
ま

姉
だ
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
は
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

幹
以
上
の
よ
う
に
、
『
状
態
』
の
研
究
の
対
象
、
目
的
の
考
察
か
ら
、
『
状
帳
筐
が
『
資
本
鶏
些
の
よ
う
な
理
輪
経
済
学
と
異
っ
た
一

罐
っ
の
特
殊
な
学
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
『
状
龍
色
は
い
わ
ゆ
る
宇
野
理
論
の
『
現
状
分
析
』
に
相
当
す
る
と
い
え

蕊
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
「
状
態
」
の
概
念
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

”
ヱ
ン
ゲ
ル
ス
が
本
雲
用
い
て
い
る
「
労
働
者
階
級
の
状
鵬
」
と
い
う
場
合
の
「
状
態
」
と
い
う
用
語
は
、
ド
イ
ツ
語
で
伊
蟻
で

辨
あ
り
、
英
語
で
い
う
８
日
量
目
に
あ
た
る
。
自
然
科
学
で
も
「
状
態
」
と
い
う
概
念
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
語
の
田
口
切
目
且

（
、
）

働労
で
あ
り
、
根
本
的
に
異
っ
た
概
念
を
表
わ
し
て
Ｌ
型
・
閉
四
ｍ
の
は
、
辞
典
に
あ
る
通
り
、
社
会
に
お
け
る
位
置
と
か
境
遇
と
か
を
表
わ

で
、
、
、

１
す
言
葉
で
あ
る
。
そ
こ
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
労
働
者
階
級
の
社
会
的
現
実
的
具
体
的
歴
史
的
総
体
的
な
実
態
を
目
、
①
と
い
う
用
語
で

２
 

３
示
し
た
も
の
と
考
え
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
労
働
者
階
級
の
「
状
態
」
柤
四
、
①
と
い
う
概
念
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
な
研
究
対
象
か
ら
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と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
状
態
』
に
つ
い
て
の
検
討
が
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
労
働
者
階
級
の

勺
、

「
状
態
」
の
概
念
が
問
題
に
さ
れ
て
シ
」
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ク
チ
ン
ス
キ
ー
は
應
大
な
『
労
働
者
状
態
史
』
を
も
の
と
し
て
い
る

（
⑫
）
 

が
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
状
態
』
に
つ
い
て
の
方
法
論
的
検
討
を
回
避
し
て
お
り
、
し
か
も
「
状
態
」
概
念
も
明
確
に
し
て
い
な
い
。

も
っ
と
も
私
は
け
っ
し
て
労
働
者
階
級
の
歴
史
的
な
実
態
研
究
を
す
べ
て
「
状
態
」
研
究
と
い
う
名
で
行
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し

（
皿
）

よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
実
態
」
と
い
う
名
で
や
る
の
も
よ
し
「
労
働
問
題
」
と
い
う
名
で
や
る
の
も
よ
い
。
問
題
は
、

そ
の
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
を
規
定
す
る
方
法
論
で
あ
る
。
た
だ
私
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
状
龍
蜜
方
法
論
の
検
討
を
通
じ
て
、
エ
ン
ゲ

ル
ス
の
見
地
に
基
本
的
に
賛
成
す
る
立
場
か
ら
、
労
働
者
階
級
の
包
括
的
な
実
態
分
析
の
研
究
対
象
を
『
労
働
者
階
級
の
状
態
』
と
呼

び
、
そ
の
学
を
労
働
者
階
級
の
実
証
的
歴
史
分
析
と
し
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
マ
ル
・
エ
ン
全
集
第
二
巻
、
一
一
一
一
七
頁
。

わ
か
る
よ
う
に
、
特
定
の
国
の
労
働
者
階
級
の
具
体
的
歴
史
的
な
姿
、
し
か
も
労
働
者
階
級
の
包
括
的
な
姿
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
と

ｑ
 

い
う
ぺ
き
だ
ろ
う
。

（
８
）
同
上
、
二
二
九
頁
。

（
９
）
□
扁
田
四
頭
の
ユ
の
『
胃
す
の
岸
の
目
尻
』
四
⑩
⑪
の
】
口
同
ゴ
、
一
目
二
・
昌
貝
Ｈ
‐
同
巨
砲
の
』
、
苞
三
ｍ
『
青
（
目
の
扇
ぐ
⑰
１
餌
、
）
・
国
・
色
』
・
の
・
四
選
．

（
、
）
例
え
ば
、
ク
チ
ン
ス
キ
ー
の
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
の
状
態
』
は
、
○
・
且
旨
ｏ
ｐ
ｍ
ｏ
ｍ
昼
①
三
・
『
寿
①
『
⑪
ご
Ｃ
『
８
庁
切
『
】
国
】
ロ
で

（
２
）
同
上
、
二
二
七
頁
。

（
３
）
同
上
、
二
二
七
頁
。

（
４
）
同
上
、
六
一
五
頁
。

（
５
）
同
上
、
六
一
五
頁
。

（
６
）
同
上
、
二
二
七
頁
。

（
７
）
同
上
、
二
二
八
頁
。

（
８
）
同
上
、
二
二
九
頁
。
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
枚
数
の
都
合
で
『
状
態
』
の
一
般
的
立
場
に
つ
い
て
の
検
討
は
割
愛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点

（
３
）
 

に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
で
ご
く
一
般
的
で
あ
る
が
述
べ
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
要

点
を
述
べ
る
だ
け
に
と
ど
め
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
す
で
に
二
○
才
前
後
で
有
能
な
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
の
哲
学
者
と
な
っ
て
い
た
が
、
一
八
四
二
年
末
に
商
用
で
イ
ギ
リ

し
た
い
。

（
⑫
）
例
え
ば
一
連
の
『
労
働
者
状
態
史
』
ロ
①
の
①
の
８
】
◎
茸
①
』
円
ぽ
い
⑦
烏
円
缶
忌
の
岸
①
『
の
「
理
論
篇
」
と
し
て
書
か
れ
た
邦
訳
『
絶
対
的

窮
乏
化
論
』
（
有
斐
閣
、
新
川
訳
）
を
参
照
。
こ
こ
で
は
な
ん
ら
『
状
態
史
』
の
方
法
論
を
述
べ
て
い
な
い
。

（
畑
）
例
え
ば
隅
谷
小
林
兵
藤
『
日
本
資
本
主
義
と
労
働
問
題
』
が
、
ほ
ぼ
そ
う
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
本
譜
の
方
法
輪
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の

基
本
的
構
想
と
可
成
り
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
私
も
本
書
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
大
い
に
疑
問
が
あ
る
。
こ
の
点
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。

あ
る
。
ク
チ
ン
ス
キ
ー
『
戦
後
西
ド
イ
ツ
の
政
治
と
経
済
』
（
未
来
社
、
宇
佐
美
他
訳
）
の
訳
者
あ
と
が
き
の
著
作
年
表
参
照
。

（
皿
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
坂
本
臘
三
「
遮
鰯
の
定
式
化
に
つ
い
て
Ｉ
状
鱸
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
の
一
考
察
Ｉ
」
大
阪
経
大
臘
蘂
鰯
二
七

『
状
態
』
研
究
の
理
論
的
前
提

ゲ
ル
ス
は
、
『
状
態
』
へ
の
一
八
九
二
年
の
ド
イ
ツ
語
版
の
序
言
に
お
い
て
、
「
本
番
の
一
般
的
立
場
が
－
－
哲
学
的
、
経
済

（
１
）
 

政
治
学
的
な
点
で
ｌ
私
の
今
日
の
立
場
と
け
っ
し
て
ぴ
っ
た
り
と
は
一
致
し
鞍
い
」
と
指
摘
し
つ
つ
も
、
「
私
は
こ
の
若
い

（
２
）
 

労
作
を
も
う
一
度
通
読
し
て
み
て
、
こ
れ
を
す
こ
し
も
は
ず
か
し
が
る
必
要
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

で
我
々
は
、
後
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
成
熟
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
と
ぴ
っ
た
り
と
は
一
致
し
な
い
が
『
状
態
』
の
研
究
の
方
法

な
り
、
研
究
方
法
を
直
接
規
定
し
た
当
時
の
彼
の
哲
学
的
、
経
済
学
的
、
政
治
学
的
立
場
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
当
時
の
思
想
総
体
の
中
で
占
め
る
『
状
態
』
の
学
的
位
置
を
明
ら
か
に

号
参
照
。
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ス
に
渡
り
、
そ
こ
で
資
本
主
義
の
現
実
に
接
見
し
、
政
治
経
済
学
を
学
ぷ
こ
と
に
な
っ
た
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
盗
本
主
羨
の

研
究
を
通
じ
て
、
一
八
四
三
年
末
か
ら
四
四
年
の
中
頃
に
か
け
て
、
基
本
的
に
ヘ
ー
ゲ
ル
観
念
論
を
克
服
し
、
唯
物
論
的
見
地
に
立
っ

た
。
し
か
も
そ
の
際
彼
の
唯
物
論
は
、
は
じ
め
か
ら
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
よ
う
な
非
歴
史
的
ｑ
機
械
的
な
唯
物
論
で
な
く
、
歴
史
的

で
弁
証
法
的
な
唯
物
論
、
す
な
わ
ち
基
本
的
に
史
的
唯
物
論
で
あ
っ
た
。
我
々
は
彼
の
史
的
唯
物
論
的
見
地
を
『
国
民
経
済
学
批
判
大

綱
』
（
一
八
四
一
一
一
年
末
か
ら
四
四
年
一
月
に
か
け
て
執
筆
）
や
『
イ
ギ
リ
ス
の
状
態
』
と
題
す
る
一
一
一
つ
の
論
文
（
一
八
四
四
年
一
月
か

ら
三
月
に
か
け
て
執
筆
）
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
経
済
学
的
立
場
は
、
ま
ず
初
め
に
、
渡
英
後
直
ち
に
行
わ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
を
中
心
と
す
る
と
こ
ろ
の
下
向

的
研
究
を
へ
て
、
一
八
四
三
年
末
か
ら
四
四
年
一
月
に
か
け
て
、
古
典
派
経
済
学
の
基
本
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
批
判
へ
進
み
、
ブ
ル
ジ
ョ

ア
社
会
の
構
造
的
把
握
に
成
功
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
こ
の
成
果
が
『
国
民
経
済
学
批
判
大
綱
』
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
『
大
綱
』

は
杉
原
四
郎
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
社
会
主
義
の
立
場
か
ら
す
る
は
じ
め
て
の
包
括
的
な
経
済
学
批
判
に
成
功
し
た
」
も
の
で
あ

（
４
）
 

り
、
そ
れ
故
に
「
『
状
態
』
に
も
ら
れ
た
豊
富
な
内
容
を
整
理
す
る
正
し
い
規
準
を
提
供
」
し
た
の
で
あ
る
。

彼
の
政
治
学
的
立
場
に
つ
い
て
い
え
ば
、
す
で
に
一
八
四
一
一
年
の
秋
に
ヘ
ス
を
介
し
て
共
産
主
義
者
と
な
っ
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
史

的
唯
物
論
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
榊
造
的
把
握
を
基
礎
と
し
て
、
科
学
的
社
会
主
義
の
見
地
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
前
記
『
イ

ギ
リ
ス
の
状
態
』
の
論
文
で
は
、
階
級
闘
争
の
必
然
性
、
社
会
革
命
の
不
可
避
性
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
世
界
史
的
使
命
に
つ
い
て

一
般
的
な
理
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
特
に
『
大
陸
に
お
け
る
社
会
改
革
の
進
展
』
（
一
八
四
一
一
一
年
一
○
月
執
筆
）
は
、
空
想
的
社
会

主
義
を
批
判
し
、
科
学
的
社
会
主
義
を
主
張
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
『
状
態
』
執
筆
（
一
八
四
四
年
一
一
月
か
ら
四
五
年
三
月
）
に
先
立
つ
、
一
八
四
三
年
末
か
ら
四

四
年
初
め
に
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
哲
学
的
、
経
済
学
的
、
政
治
学
的
立
場
は
、
後
に
マ
ル
ク
ス
主
義
と
よ
ば
れ
る
一
般
的
見
地
に
不
十
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分
な
が
ら
基
本
的
に
達
し
て
い
る
や
あ
る
い
は
も
体
系
的
に
記
述
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
マ
ル
ク
ス
主
義
を
実
体
的
に
萠
芽
的
に
一

般
的
に
成
立
さ
せ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
こ
う
し
た
段
階
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
思
想
を
マ
ル
ク
ス
主
義
体
系
の
生
成
段

階
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
確
か
に
後
の
マ
ル
ク
ス
主
義
体
系
の
よ
う
に
明
確
に
確
立
し
て
い
ず
、
少
な
か
ら
ず
誤
謬
や
不

十
分
さ
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
理
論
の
根
本
的
批
判
に
成
功
し
て
お
り
、
し
か

も
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
基
本
的
三
構
成
（
哲
学
・
経
済
学
・
政
治
学
）
が
有
機
的
関
連
の
中
で
一
般
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
以
上
の
よ
う
な
マ
ル
ク
ス
主
義
の
萠
芽
的
体
系
は
、
『
状
態
』
研
究
の
方
法
原
理
を
な
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
従
っ
て
も
し
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
そ
う
し
た
思
想
的
到
達
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
『
状
態
』
は
書
か
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
も

し
書
か
れ
た
と
し
て
も
、
あ
れ
ほ
ど
の
科
学
的
成
果
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
状
態
』
研
究
の
理
論
的
前

提
は
、
『
状
態
』
に
お
い
て
具
体
的
に
応
用
さ
れ
て
お
り
、
か
く
て
『
状
態
』
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
一
般
的
理
論
を
よ
り
特
殊
化
し
、

一
般
論
を
実
証
的
に
展
開
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
私
は
、
『
状
態
』
の
学
と
し
て
の
性
格
を
み
た
い
と
考
え
る
。

（
１
）
マ
ル
・
エ
ン
全
集
第
二
巻
、
六
六
九
頁
。
尚
邦
訳
で
は
政
治
的
と
な
っ
て
い
る
が
、
原
典
で
は
ご
Ｃ
二
房
Ｓ
な
の
で
政
治
学
的
と
訳
し
て
お

い
た
。
三
の
【
丙
＠
国
二
・
函
ｂ
・
霞
骨
．

（
２
）
同
上
、
六
六
四
頁
。

（
３
）
前
掲
拙
稿
で
は
哀

点
と
幾
分
異
な
る
が
》

（
４
）
杉
原
「
『
国
民
経

そ
の
他
『
大
綱
』

褐
佐
藤
論
文
参
照
。

た
い

｡ 

橘
で
は
一
節
で
こ
の
点
を
論
じ
て
あ
る
。
尚
、
最
近
出
版
さ
れ
た
広
松
渉
豆
ン
ゲ
ル
ス
論
そ
の
思
想
形
成
過
程
』
も
、
私
の
視

異
な
る
が
第
四
章
で
こ
の
時
期
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
思
想
を
分
析
し
、
そ
こ
で
私
見
を
ほ
ぎ
実
証
し
て
い
る
の
で
、
併
せ
参
照
さ
れ

済
学
批
判
大
綱
』
再
論
」
関
西
学
院
大
学
『
経
済
学
論
集
』
五
の
六
号
、
七
頁
。

に
つ
い
て
の
研
究
論
文
感
杉
原
「
マ
ル
ク
ス
経
済
学
形
成
へ
の
一
礎
石
ｌ
ラ
ゲ
ル
ス
『
大
綱
』
研
究
序
説
」
、
後
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①
『
実
証
的
歴
史
分
析
』
と
し
て
の
『
状
態
』

（
１
）
、
、

『
状
態
』
は
研
究
対
象
、
課
題
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
当
時
の
思
想
総
体
の
位
置
づ
け
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
『
現
状
分
析
』
に
相
当
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
私
は
い
わ
ゆ
る
宇
野
理
論
の
立
場
を
と
ら
な
い
の
で
、
厳
密
に
は
『
現
状
分
析
』
と
い
う
方
法

論
概
念
を
受
け
い
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

私
は
宇
野
氏
と
異
っ
て
、
科
学
を
二
つ
の
段
階
に
分
け
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
科
学
は
主
と
し
て
対
象
の
一
般
的

特
殊
的
な
理
論
的
認
識
を
め
ざ
す
『
理
論
的
科
学
』
と
、
『
理
論
的
科
学
』
を
方
法
原
理
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象
を
個
別
的
具

体
的
に
認
識
し
よ
う
と
す
る
『
実
証
的
科
学
』
と
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
見
地
は
、
マ
ル
ク
ス
の
見
地
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
は
『
経
済
学
批
判
』
の
当
初
の
プ
ラ
ン
で
三

部
作
を
構
想
し
、
第
一
部
と
し
て
、
「
経
済
学
諸
範
畷
の
批
判
」
「
或
い
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
学
の
批
判
的
叙
述
」
。
第
二
部
と
し
て

「
経
済
学
と
社
会
主
義
と
の
批
判
と
歴
史
」
、
第
三
部
と
し
て
「
最
後
に
、
経
済
学
的
諸
範
噸
ま
た
は
諸
関
係
の
発
展
の
簡
単
な
歴
史

（
２
）
 

的
素
描
」
を
書
く
計
画
を
た
て
て
い
る
。
第
一
部
は
、
い
わ
ゆ
る
『
経
済
学
批
判
』
体
系
と
し
て
、
そ
の
基
本
的
部
分
は
、
『
資
本
論
』

と
し
て
完
成
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
『
こ
の
経
済
学
批
判
』
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
批
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
経
済
科

学
の
全
複
合
体
の
体
系
的
総
括
を
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
交
換
と
の
諸
法
則
の
連
関
の
あ
る
展
開
を
く
わ
だ
て
て
い

（
３
）
 

（
４
）
 

（
５
）
 

る
の
で
あ
る
。
」
そ
し
て
そ
の
「
方
法
」
は
「
論
理
的
展
開
」
で
あ
る
。
我
々
は
、
こ
れ
を
一
般
的
に
は
『
理
論
的
科
学
』
特
殊
的
に

（
６
）
 

は
『
理
論
経
済
学
』
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
論
理
的
展
開
」
は
、
「
歴
史
的
経
過
の
映
像
‐
｜
を
包
摂
し
て
い
る
故
に
、

宇
野
氏
の
よ
う
に
理
論
体
系
の
展
開
を
『
原
理
論
』
と
『
段
階
論
』
と
に
分
断
す
る
こ
と
な
く
、
い
わ
ば
両
者
を
統
一
的
に
包
摂
す
る

三
、
『
状
態
』
の
研
究
方
法



定
呼
べ
る
だ
ろ
う
。

し》
『
実
証
的
歴
史
今

誌
こ
の
系
列
の
著
作

”
マ
ル
ク
ス
主
箏

蝿
に
基
づ
く
も
の
云

瀝
「
抽
象
的
な
も
（

蕊
方
法
的
原
理
に
一

癖
『
実
証
的
歴
史
勾

譲
る
の
で
あ
る
。
》

働労
的
な
の
で
あ
る
。
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一
方
マ
ル
ク
ス
が
意
図
し
た
「
経
済
学
的
諸
範
鴫
ま
た
は
諸
関
係
の
発
展
の
…
…
歴
史
的
素
描
」
は
、
『
経
済
学
批
判
序
説
』
で
い

（
７
）
 

（
８
）
 

う
と
こ
ろ
の
『
現
実
的
な
歴
史
記
述
』
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
私
は
、
一
般
的
に
は
『
実
証
的
科
学
』
、
特
殊
的
に
は
経
済
学
の

分
野
で
は
『
経
済
史
学
』
、
社
会
科
学
総
体
で
は
、
『
社
会
史
学
』
、
あ
る
い
は
自
然
科
学
以
外
は
一
般
的
に
狭
義
の
実
証
的
な
『
歴
史

（
９
）
 

（
、
）

的
科
学
』
と
よ
ん
で
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
例
え
ば
『
理
論
経
済
学
』
が
「
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
理
論
的
な
分
析
」
で
あ
る

、
●
も

の
ル
ト
対
し
て
、
『
実
証
的
歴
史
科
学
』
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
歴
史
的
分
析
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
者
を
『
実
証
的
歴
史
分
析
』
と
も

呼
べ
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
マ
ル
ク
ス
は
、
彼
の
研
究
の
中
心
を
『
理
論
経
済
学
』
の
構
築
に
お
い
た
た
め
、
完
成
さ
れ
た
体
系
的
な

『
実
証
的
歴
史
分
析
』
の
模
範
を
我
々
に
残
さ
な
か
っ
た
・
し
沁
巴
彼
は
部
分
的
な
成
果
を
残
し
て
い
る
。
ほ
か
な
ら
ぬ
『
状
態
』
も

こ
の
系
列
の
著
作
の
一
つ
で
あ
る
。

（
哩
）

マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
『
実
証
的
歴
史
科
学
』
は
、
マ
ル
ク
ス
が
『
批
判
序
説
』
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
科
学
的
に
正
し
い
方
法
」

に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
経
済
学
の
例
で
い
え
ば
下
向
的
分
析
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

（
、
）

（
Ｍ
）
 

「
抽
象
的
な
も
の
か
ら
具
体
的
な
も
の
へ
上
向
す
る
方
法
」
に
従
っ
て
構
築
さ
れ
た
「
経
済
学
の
諾
体
系
」
を
前
提
し
、
そ
の
体
系
を

方
法
的
原
理
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
国
の
経
済
過
程
の
諸
現
象
を
認
識
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に

『
実
証
的
歴
史
科
学
』
は
『
理
論
的
科
学
』
を
前
提
し
て
の
み
成
立
し
、
か
つ
『
理
論
的
科
学
』
の
上
向
的
展
開
の
延
長
線
に
位
置
す

る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
実
証
的
歴
史
科
学
』
は
、
特
殊
的
に
研
究
方
法
と
し
て
は
分
析
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
一
般
的
に
は
綜
合

の
で
あ
る
。

『
状
態
』
は
以
上
の
よ
う
に
、
『
理
論
的
科
学
』
を
理
論
的
前
提
と
す
る
と
こ
ろ
の
『
実
証
的
歴
史
科
学
』
で
あ
る
。
そ
し
て
『
状

態
』
は
、
そ
の
内
容
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
単
に
経
済
科
学
で
な
く
、
労
働
者
階
級
の
経
済
的
側
面
だ
け
で
な
く
政
治
的
側
面
（
こ
こ
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で
は
上
部
構
造
一
ど
こ
う
よ
ん
で
お
く
）
を
研
究
対
象
と
し
た
、
統
一
的
綜
合
的
な
社
会
科
学
の
一
分
科
で
あ
る
。
こ
の
社
会
科
学
の
一

分
科
と
し
て
の
『
状
態
』
は
、
萠
芽
的
に
成
立
し
え
た
体
系
的
マ
ル
ク
ス
主
義
の
『
理
論
的
科
学
』
の
側
面
を
理
論
的
前
提
と
し
た
労

働
者
階
級
の
『
実
証
的
歴
史
分
析
』
で
あ
る
。
従
っ
て
『
状
態
』
は
、
一
部
の
論
者
が
一
面
的
に
把
え
て
い
る
よ
う
に
、
単
に
『
資
本

（
ｕ
）
 

論
』
の
上
向
的
展
開
か
ら
み
た
「
下
向
Ⅱ
研
究
過
程
で
の
諸
労
作
」
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
本
来
『
理
論
的
科
学
』
を
、
『
理
論

的
科
学
』
の
研
究
過
程
の
出
発
点
と
な
っ
た
「
現
実
的
で
具
体
的
な
も
の
」
「
現
実
的
前
提
」
に
ま
で
上
向
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成

立
し
え
た
綜
合
的
な
労
作
な
の
で
あ
る
。
次
に
我
々
は
、
『
実
証
的
歴
史
分
析
』
と
し
て
の
『
状
態
』
の
固
有
の
研
究
方
法
を
検
討
し

』●｛』ｈノ。

（
６
）
 

（
７
）
 

（
８
）
 

（
１
）
宇
野
氏
の
『
現
状
分
析
』
は
、
原
理
に
媒
介
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
段
階
論
的
規
定
を
「
基
準
」
す
る
と
こ
ろ
の
「
具
体
的
な
る
歴
史
的
過
程
に

対
す
る
解
明
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
『
経
済
学
方
法
論
』
六
○
’
一
頁
○
大
雑
把
に
い
え
ば
こ
の
見
解
に
同
意
で
き
る
が
、
厳
密
に
は
賛
成
で

き
な
い
。
宇
野
氏
の
一
一
一
段
階
論
及
び
『
現
状
分
析
』
論
に
い
て
は
、
こ
こ
で
立
入
る
余
裕
が
な
い
。

（
２
）
一
八
五
八
年
一
一
月
一
一
一
一
日
付
の
マ
ル
ク
ス
か
ら
ラ
ッ
サ
ー
ル
ヘ
の
手
紙
参
照
。
『
資
本
論
に
関
す
る
手
紙
』
法
大
出
版
上
巻
、
七
七
頁
ｃ

（
３
）
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
マ
ル
ク
ス
『
経
済
学
批
判
』
」
『
経
済
学
批
判
』
岩
波
文
庫
版
、
一
一
六
○
頁
。

（
４
）
同
上
、
一
一
六
八
頁
。

（
５
）
坂
本
賢
三
氏
は
「
科
学
の
も
っ
と
も
科
学
た
る
ゆ
え
ん
域
、
カ
テ
ゴ
リ
１
分
斤
こ
よ
っ
て
笥
熊
忍
髄
・
士
舎
忍
髄
学
一
ｋ
り
齢
『
跡
ご
ｋ
リ
｝

マ
ル
ク
ス
は
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
中
で
「
現
実
的
な
実
証
的
科
学
」
ゴ
】
鳥
］
】
９
⑪
己
。
鼻
弓
⑩
。
．
】
⑪
切
目
、
宮
津
と
い
う
用
語
を

用
い
て
い
る
。
マ
ル
。
エ
ン
全
集
第
一
一
一
巻
、
二
一
一
一
頁
。
ヨ
「
の
鳥
の
．
切
皀
．
⑬
》
の
・
葛
．
そ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
な
ど
の
思
弁
的
科
学
に

、
、
、

対
し
て
「
実
証
的
科
学
」
を
対
置
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
｝
」
で
は
実
証
性
を
も
っ
た
理
論
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
遊
考
慮
す

坂
本
賢
三
氏
は
「
科
学
の
も
っ
と
も
科
学
た
る
ゆ
え
ん
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
析
に
よ
っ
て
自
然
認
識
・
社
会
認
識
を
よ
り
統
一
的
に
よ
り
一

勺
、
、

般
的
に
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
科
学
の
｝
）
の
部
分
を
『
理
論
的
科
学
』
と
よ
ぶ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
同
氏
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
」

『
講
座
今
日
の
哲
学
』
第
Ⅲ
『
科
学
論
』
所
収
、
一
八
五
頁
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
前
掲
論
文
、
『
経
済
学
批
判
』
一
一
六
五
頁
。

同
上
、
三
一
一
五
頁
。
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②
『
状
態
』
の
研
究
過
程
で
の
方
法

（
１
）
 

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
一
八
四
二
年
末
に
渡
英
す
る
や
み
ず
か
ら
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
「
イ
ギ
リ
ス
の
状
態
の
研
究
に
没
頭
し
」
、
つ
い

に
一
八
四
三
年
末
か
ら
四
四
年
に
か
け
て
こ
れ
ま
で
何
人
も
な
し
え
な
か
っ
た
史
的
唯
物
論
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
学
の
根
本
的
批
判
、

そ
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
構
造
的
把
握
に
基
づ
く
科
学
的
社
会
主
義
の
理
論
を
、
萌
芽
的
で
あ
る
が
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
一
般
的
体

系
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
度
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
逆
に
こ
う
し
た
理
論
を
生
み
だ
す
土
壌
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
資
本
主

義
の
『
実
証
的
歴
史
分
析
』
を
計
画
し
て
い
る
。

（
、
）
前
掲
エ
ン
ゲ
ル
ス
鵠
文
『
経
済
学
批
判
』
二
五
四
頁
。

（
ｕ
）
例
え
ば
『
ブ
ル
ュ
メ
ー
ル
十
八
日
』
、
『
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
』
、
『
国
家
の
起
源
』
な
ど
参
照
。
レ
ー
ニ
ン
の
『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の

発
達
』
も
こ
の
系
列
に
属
す
る
。

（
⑫
）
『
経
済
学
批
判
』
、
三
一
二
頁
。

（
週
）
同
上
、
三
一
三
頁
。

る
広
義
の
『
実
証
的
科
学
』
に
対
し
て
、
私
は
こ
こ
で
『
理
論
的
科
学
』
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
や
狭
義
の
意
味
で
の
『
実
証
的
科
学
』
と

い
う
用
語
を
用
い
た
い
。

（
９
）
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
前
掲
論
文
で
「
自
然
科
学
で
な
い
す
べ
て
の
科
学
は
歴
史
的
科
学
」
（
『
経
済
学
批
判
』
二
五
四
頁
）
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る

が
、
こ
の
『
歴
史
的
科
学
』
嵐
②
〔
・
１
ｓ
の
ゴ
】
ｍ
ｍ
８
ｎ
目
【
【
（
ヨ
の
鳥
の
》
田
・
国
》
の
．
ｓ
唾
・
）
を
広
義
の
意
味
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
、
社
会
に

関
す
る
『
理
論
的
科
学
』
に
対
立
す
る
と
こ
ろ
の
「
社
会
発
展
の
歴
史
的
過
程
を
そ
の
具
体
的
な
多
様
の
ま
ま
に
研
究
す
る
」
「
歴
史
学
」
（
ソ

連
ア
カ
デ
ミ
ー
『
経
済
学
教
科
響
』
第
三
版
、
合
同
響
店
版
、
一
八
頁
）
を
意
味
す
る
狭
義
の
実
証
的
な
『
歴
史
的
科
学
』
と
い
う
用
語
を
用

〆■、グー、戸■、〆■、

１５１４１３１２ 
－〆、．〆、－〆、￣ い

た
い
。

同
上
、
三
一
二
頁
。

井
村
喜
代
子
『
批
判
』
プ
ラ
ン
と
『
賃
労
働
』
に
つ
い
て
」
『
経
済
評
論
』
一
九
五
七
年
二
月
号
、
一
○
○
頁
。
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エ
ン
ゲ
ル
ス
は
『
批
判
大
綱
』
の
末
尾
で
、
「
機
械
の
お
よ
ぼ
す
影
響
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は
他
の
も
っ
と
か
け
は
な

れ
た
主
題
で
あ
る
エ
場
制
度
に
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
こ
こ
で
そ
れ
を
取
扱
う
気
持
も
そ
の
余
裕
も
な
い
。
と
は
い
え
、
私
は
や

（
３
）
 

が
て
機
〈
言
を
え
て
、
こ
の
制
度
の
い
と
う
べ
き
不
道
徳
性
を
く
わ
し
く
叙
述
」
し
た
い
と
指
摘
し
、
労
働
者
階
級
の
状
態
の
記
述
を
含

、
●
、
、
、
■
も

む
『
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
史
』
の
分
析
を
『
国
民
経
済
学
批
判
』
と
主
題
を
異
に
す
る
も
の
と
し
て
行
う
一
」
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か

し
、
結
局
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
当
初
予
想
し
た
『
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
史
』
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
『
状
態
』
の
中
で
、
革
命

（
４
）
 

の
歴
史
や
現
状
に
つ
い
て
の
詳
し
い
「
叙
述
は
、
将
末
の
も
つ
と
包
括
な
労
作
の
た
め
に
留
保
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し

て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
代
り
に
、
我
々
は
、
『
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
史
』
の
た
め
の
修
作
と
も
い
う
ぺ
き
小
論
文
『
イ

ギ
リ
ス
の
状
態
』
と
い
う
三
論
文
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
の
第
一
論
文
で
「
文
明
史
上
で
大
プ
リ
テ
ン
王
国
が
今

（
５
）
 

日
占
め
て
い
る
地
位
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
と
す
べ
き
諸
原
理
」
つ
ま
り
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
い
う
と
こ
ろ
の
『
社
会
哲
学
』
Ⅱ
史
的
唯

（
６
）
 

物
論
を
の
べ
、
第
二
論
文
で
は
「
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
発
展
に
つ
い
て
の
必
要
な
盗
料
」
を
あ
げ
い
わ
ば
経
済
情
勢
を
分
析
し
、
第
三
論

文
で
は
、
『
イ
ギ
リ
ス
の
憲
法
』
と
い
う
副
題
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
上
部
構
造
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
『
イ
ギ
リ
ス
の
状
態
』
は
出
版

の
都
合
も
あ
っ
て
途
中
で
中
断
し
、
そ
の
全
体
の
分
析
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
我
々
は
こ
の
『
イ
ギ
リ
ス
の
状
態
』
で
果
そ
う
と
し

た
課
題
か
ら
、
同
様
に
『
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
史
』
の
課
題
を
間
接
に
く
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
課
題
と
は
す
で
に
『
大
綱
』
で

把
握
し
た
と
こ
ろ
の
古
典
経
済
学
の
根
本
的
批
判
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
構
造
的
把
握
、
『
大
陸
に
お
け
る
社
会
改
革
の
進
展
』
で
展

と
な
っ
た
、
と
述
べ
｝

検
討
し
て
お
き
た
い
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
『
状
態
』
の
序
文
で
、
『
状
態
』
を
当
初
「
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
史
に
か
ん
す
る
も
っ
と
も
包
括
的
な
著
作
の
ほ
ん
の

（
２
）
 

章
と
し
て
書
こ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
重
要
性
の
た
め
に
や
が
て
こ
の
対
象
だ
け
を
独
立
に
論
じ
る
こ
と
が
必
要
」

な
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
我
々
は
、
こ
こ
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
『
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
史
』
を
い
か
な
る
目
的
で
書
こ
う
と
し
た
か
を



『
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
史
』
の
分
析
の
課
題
も
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
課
題
は
『
状

態
』
に
特
殊
に
受
継
が
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
当
初
『
イ
ギ
リ
ス
の
状
態
』
の
続
き
と
し
て
「
イ
ギ
リ
ス
の
状
態
」
の
「
核
心
で
あ
る
労
働
者
階
級
の
状
態
」
を

（
８
）
 

て
「
く
わ
し
く
論
」
じ
る
と
予
上
回
し
て
い
る
が
、
結
局
、
『
状
態
』
と
し
て
独
立
の
著
作
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
が
イ
ギ
リ

いつ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
を
独
立
の
著
作
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
動
機
は
、
『
労
働
者
階
級
の
状
態
』
の
も
つ
意
義

に雄
を
『
イ
ギ
リ
ス
の
状
態
』
の
執
筆
を
通
じ
て
十
分
に
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
イ
ギ
リ
ス
の
状
態
』
の
中
で
エ
ン

（
９
）
 

耐
ゲ
ル
ス
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
を
救
う
力
は
彼
ら
霊
肴
驍
ｌ
引
用
者
）
の
う
ち
か
ら
で
て
く
る
」
こ
と
、
「
イ
ギ
リ
ス
の
社
簔

〈
Ⅲ
）

舩
命
は
」
「
労
働
者
の
民
主
政
治
に
よ
っ
て
」
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

嘘
か
く
し
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
一
八
四
一
一
一
年
末
か
ら
四
四
年
に
か
け
て
形
成
し
た
と
こ
ろ
の
萌
芽
的
マ
ル
ク
ス
主
義
体
系
を
、
『
イ
ギ

蕊
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
』
の
歴
史
分
析
に
よ
っ
て
、
事
実
を
も
っ
て
、
具
体
的
に
実
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
と
同

御
時
に
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
に
つ
い
て
の
具
体
的
歴
史
的
な
認
識
を
行
な
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
ｕ
）
 

誰
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
の
状
態
」
に
つ
い
て
、
「
二
一
ケ
月
の
あ
い
だ
」
、
「
入
手
で
き
る
か
ぎ
り
の
公
式
お

（
哩
）

”
よ
び
非
公
式
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
を
研
究
し
た
」
・
彼
は
そ
れ
だ
け
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
労
働
者
を
「
住
宅
に
た
ず
ね
」
彼
ら
の
「
日

（
週
）

１
重
活
を
観
察
し
」
、
彼
ら
と
「
生
葉
件
や
苦
悩
に
つ
い
て
…
語
，
あ
い
」
、
彼
ら
の
「
闘
争
を
Ｉ
目
で
見
」
た
の
で
あ
る
．
二

３
 

３
ン
ゲ
ル
ス
は
一
方
で
は
》
」
う
し
た
「
労
働
者
階
級
」
の
分
析
を
通
じ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
を
生
成
さ
せ
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、

關
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
社
会
主
義
の
一
般
理
論
を
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
具
体
的
社
会
の
中
で
、
歴
史
的
に
実
証
し
、
広
松
氏
も
い
つ

（
７
）
 

て
い
る
よ
う
に
「
来
る
べ
き
社
会
革
命
の
展
相
と
性
格
を
見
定
め
、
大
陸
の
運
動
家
た
ち
の
参
考
に
供
す
る
と
い
う
意
図
」
で
あ
っ
た

ろ
う
。
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今
度
は
『
状
態
』
と
い
う
著
作
に
よ
っ
そ
れ
を
具
体
的
に
実
証
し
、
労
働
者
階
級
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な
認
識
を
一
般
的
に
示
そ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
彼
の
一
般
的
理
論
、
就
中
、
彼
の
労
働
者
階
級
に
つ
い
て
の
理
論
的
把
握
を
「
十
分
な
証
拠
を

（
ｕ
）
（
面
）

（
脳
）

集
め
」
「
事
実
」
に
よ
っ
て
、
「
実
証
」
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
『
状
態
』
の
研
究
過
程
で
の
方
法
は
、
収
集
し
た
資
料
と

見
聞
し
た
諸
事
実
Ⅱ
諸
現
象
を
、
｜
定
の
理
論
的
見
地
か
ら
分
析
し
、
本
質
的
認
識
を
演
鐸
し
、
一
般
的
理
論
を
、
具
体
的
歴
史
的
現

実
に
ま
で
上
向
さ
せ
、
具
体
的
諸
条
件
の
下
で
実
証
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
『
状
態
』
の
研
究
過
程
の
方
法
の

特
質
は
『
理
論
的
科
学
』
の
そ
れ
が
丁
度
「
表
象
さ
れ
た
具
体
的
な
も
の
か
ら
ま
す
ま
す
稀
薄
な
《
一
般
的
な
も
の
》
に
す
す
ん
で
い

（
Ⅳ
）
 

（
咽
〉

く
」
と
い
う
、
下
向
的
で
分
析
的
な
方
法
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
抽
象
的
な
も
の
か
ら
具
体
的
な
も
の
へ
上
向
す
る
方
法
」
と
し
て
特

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

徴
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
》
」
の
上
向
的
方
法
は
、
『
理
論
的
科
学
』
で
は
相
対
的
に
抽
象
的
な
カ
ゴ
リ
ー
か
ら
具
体
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

へ
の
上
向
的
展
開
に
限
定
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
『
実
証
的
歴
史
科
学
』
と
し
て
の
『
状
態
』
で
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
理
論
体
系
か
ら
、

（
四
）
、
、
、
、
、
、
七
、

『
理
論
的
科
学
』
に
お
い
て
「
現
実
的
前
提
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
「
現
実
的
で
具
体
的
」
な
歴
史
的
過
程
に
飛
躍
的
に
上
向
す
る
と
い

う
こ
と
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
基
づ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
を
科
学
的
に
認
職
す
る
こ
と
が
で
き

た
も
の
と
考
え
る
。
で
は
次
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
そ
れ
を
如
何
に
叙
述
し
た
か
を
検
討
し
よ
う
。

（
１
）
マ
ル
・
エ
ン
全
集
第
一
巻
、
四
九
五
頁
。

（
２
）
同
上
第
二
巻
、
二
二
七
頁
。

（
３
）
同
上
第
一
巻
、
五
六
九
頁
。

（
４
）
同
上
第
二
巻
、
二
三
○
頁
。

（
５
）
同
上
第
一
巻
、
六
二
四
頁
。

（
６
）
同
上
、
六
二
四
頁
。
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は
じ
め
に
『
序
説
』
と
本
論
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。
『
序
説
』
で
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
階
級
の
前
史
、

イ
ギ
リ
ス
工
業
の
発
展
、
及
び
労
資
の
政
治
的
関
係
の
要
約
が
ご
く
一
般
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
そ
れ
を
「
イ
ギ

リ
ス
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
現
状
を
理
解
す
る
う
え
に
必
要
な
、
少
数
の
事
姪
墨
」
と
呼
ん
で
い
る
。
で
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
何
故
こ
の

「
少
数
の
事
が
ら
」
か
ら
『
状
態
』
の
叙
述
を
は
じ
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
』
は
エ
ン
ゲ

我
々

（
７
）
広
松
前
掲
書
、
一
七

（
８
）
マ
ル
・
エ
ン
全
集
第

（
９
）
同
上
、
五
七
二
頁
。

（
、
）
同
上
、
六
二
頁
。

（
ｕ
）
同
上
第
二
巻
、
五
二

（
辺
）
同
上
、
二
二
五
頁
。

（
過
）
同
上
、
二
二
五
頁
。

（
ｕ
）
同
上
、
二
二
六
頁
。

（
嘔
）
同
上
、
二
二
八
頁
。

（
唖
）
同
上
、
二
二
六
頁
。

（
Ⅳ
）
前
掲
『
批
判
序
脱
』
、

（
氾
）
同
上
、
三
一
三
頁
。

（
四
）
同
上
、
三
一
一
頁
。

③
『
状
態
』
の
叙
述
方
法

巫
々
は
ま
ず
『
状
態
』
の
叙
述

『
序
説
』
と
本
論
と
の
篇
別
。

五
二
九
頁
。

の
叙
述
方
法
に
つ
い
て
、

三

頁
□ 

巻
、
六
○

頁
｡ 

頁
０ 

エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
る
直
接
の
言
及
と
実
際
の
叙
述
自
体
を
検
討
し
よ
う
。

■ 
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『
序
説
』
の
叙
述
に
次
い
で
展
開
さ
れ
る
本
論
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
内
容
的
に
大
別
す
る
と
四
つ
の
篇
に
分
け
ら
れ
る
。
第

一
篇
に
相
当
す
る
の
は
「
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
で
、
こ
こ
に
は
、
「
大
都
市
」
の
章
か
ら
「
労
働
運
動
」
に
い
た
る
ま
で
、
工

業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
経
済
的
政
治
的
な
状
態
が
全
面
的
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
第
二
篇
は
「
鉱
山
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
、
第
三
篇

は
「
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
に
相
当
す
る
。
第
四
篇
は
分
量
こ
そ
少
な
い
が
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
た
い
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

（
２
）
 

、
℃

Ｉ
の
態
度
」
の
章
の
最
後
に
、
本
書
の
一
‐
結
論
」
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
革
命
の
見
通
し
を
論
じ
て
い
る
。
以
上
の
篇
別
に
つ
い

て
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
わ
れ
わ
れ
が
、
こ
れ
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
種
々
の
部
門
を
観
察
す
る
順
序
は
、
前
述
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

（
３
）
 

－
ト
の
発
生
史
か
ら
自
然
に
明
ら
か
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
『
序
説
』
の
分
析
で
一
示
し
た
結
果
に
従

勺
、
、
、
、

っ
て
、
「
最
初
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
エ
業
に
ぞ
く
し
、
工
業
に
よ
っ
て
直
接
生
み
だ
さ
れ
」
、
「
し
た
が
っ
て
工
業
労
働
者
、
。
…
・
・

ル
ス
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
初
『
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
史
』
の
一
章
と
し
て
、
即
ち
『
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
史
』
の
一
環
と
し
て
叙

述
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
彼
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
構
造
的
把
握
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
嘱
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
労
働
者
階
級
の
具
体
的
歴
史
的
な
認
識
は
、
そ
れ
自
体
孤
立
的
に
行
わ
れ
る
の
で
な
く
、
資
本
主
義
社
会
と
の

有
機
的
関
連
に
お
い
て
の
み
行
わ
れ
る
と
い
う
見
地
に
立
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
『
状
態
』
の
記
述
に
あ

た
っ
て
、
「
『
状
態
』
を
一
般
的
に
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
Ｑ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
前
史
、
イ
ギ
リ
ス
工
業
の
発
展
、
労
資
の
政
治

的
関
係
を
ま
ず
一
般
的
に
分
析
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
『
状
態
』
を
規
定
す
る
『
イ
ギ
リ
ス
の
社
会

史
』
を
ご
く
一
般
的
に
分
析
し
、
本
論
に
お
い
て
そ
の
特
殊
的
な
側
面
と
し
て
の
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
』
を
よ

り
具
体
的
に
分
析
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
『
序
説
』
か
ら
本
論
へ
の
叙
述
展
開
は
、
一
般
か
ら
特
殊
へ
の
分
析
下
向
の
方
向
を
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
論
の
主
要
な
篇
別
序
列
。

夕



が
…
…
ま
ず
わ
れ
わ
れ
の
注
意
を
う
ば
型
」
と
し
て
、
「
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
を
分
析
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
に

（
５
）
 

「
エ
業
の
飛
躍
的
発
展
の
結
果
と
し
て
は
じ
め
て
重
要
と
な
り
」
、
こ
う
し
て
生
み
だ
さ
れ
た
「
鉱
山
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
を
分
析

し
、
最
後
に
「
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
Ｌ
四
」
を
分
析
て
い
る
・

以
上
の
よ
う
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
『
状
態
』
の
主
要
な
叙
述
篇
別
の
順
序
を
論
理
的
に
で
な
く
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
「
発
生

史
」
と
い
う
全
く
の
歴
史
的
条
件
に
基
づ
い
て
歴
史
的
に
把
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
エ
ン
ル
ゲ
ス
は
、
「
工
業
プ
ロ
レ
タ

（
７
）
 

リ
ア
ー
ト
」
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
典
型
を
見
出
し
、
｜
‐
工
業
労
働
者
の
状
態
に
つ
い
て
…
・
・
・
く
わ
し
く
述
べ
」
他
の
部
門
の
プ
ロ

（
８
）
 

て
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
分
析
を
簡
略
に
す
る
と
い
う
典
型
分
析
の
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
の
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
の
べ
て
い
る
よ
う

い字
に
、
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
「
産
業
革
命
の
長
子
」
で
あ
り
、
「
も
っ
と
も
啓
発
さ
れ
て
お
り
」
、
「
は
じ
め
か
ら
今
日
に
い
た
る

（
９
）
 

雄
ま
で
労
働
運
動
の
核
心
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
根
拠
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
歴
史
的
な
「
位

姉
置
」
に
基
づ
い
て
篇
別
を
把
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

唾
第
一
篇
「
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
の
章
別
順
序
。

鱸
ま
ず
全
体
的
に
み
れ
ば
、
「
大
都
市
」
の
章
か
ら
「
労
働
部
門
」
の
章
に
い
た
る
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
経
済
的
側
面
の
部
分

（
Ⅲ
）
 

蔀
か
ら
、
「
労
働
運
動
」
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
「
階
級
の
思
想
と
行
動
と
の
様
式
」
を
分
析
し
た
最
後
の
章
を
併
せ
た
政
治
的
側
面
の
部
分
へ

、
、

”
の
移
行
が
問
題
と
な
る
。
土
台
の
分
析
か
ら
上
部
構
造
へ
の
分
析
の
上
向
は
、
史
的
唯
物
論
の
見
地
か
ら
み
れ
ば
、
当
然
の
》
」
と
で

識
あ
る
。
し
か
し
私
は
労
働
者
階
級
の
『
実
証
的
歴
史
分
析
』
の
場
合
に
は
、
次
の
点
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
マ
ル
ク

”
ス
の
方
法
に
基
づ
け
ば
、
労
働
者
階
級
と
い
う
概
念
は
経
済
的
政
治
的
に
一
一
重
に
握
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
単
に
一
一
重
で
あ
る
と

（
、
）

い
う
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
階
級
と
は
、
本
来
マ
ル
ク
ス
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
個
々
人
が
「
他
の
階
級
に
た
い
し
て
共
同
の

５
 
３
 

（
迫
）

３
た
た
か
い
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
、
一
つ
の
階
級
を
形
成
す
る
」
の
で
あ
る
。
そ
の
場
〈
ロ
、
労
働
者
階
級
は
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従
っ
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
労
働
者
階
級
の
経
済
的
側
面
か
ら
政
治
的
側
面
へ
の
叙
述
の
移
行
は
、
労
働
者
階
級
の
現
象
的
認
搬
か
ら

よ
り
本
質
的
認
繊
へ
の
分
析
、
下
向
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
前
者
は
労
働
者
階
級
の
一
般
的
側
面
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
者
は
そ
れ

を
基
盤
と
し
て
「
闘
う
」
階
級
と
し
て
の
特
殊
的
な
側
面
で
あ
る
。
か
く
て
、
労
働
者
階
級
の
経
済
的
側
面
か
ら
政
治
的
側
面
へ
の
移

行
は
、
一
般
か
ら
特
殊
へ
の
分
析
、
下
向
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
こ
の
こ
と
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
次
の
指
摘
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ

る
。
彼
は
「
諸
結
果
」
の
章
で
、
労
働
者
階
級
の
精
神
的
堕
落
の
原
因
を
論
じ
「
こ
れ
ら
の
原
因
が
労
働
者
の
個
人
的
性
格
に
作
用
す
る

範
囲
内
で
述
べ
」
、
「
公
的
性
格
（
即
ち
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
プ
ル
ジ
贄
ア
ジ
ー
に
た
い
す
る
反
抗
」
ｌ
引
用
者
）
に
つ
い
て
は
・

わ
れ
わ
れ
は
、
ま
た
あ
と
で
も
っ
と
く
わ
し
く
述
ぺ
な
け
れ
ば
な
ら
哩
噸
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
労
働
者
の
個
人
的
性
格
の

反
抗
か
ら
公
的
性
格
へ
の
反
抗
が
、
一
般
か
ら
特
殊
、
現
象
か
ら
本
質
へ
の
分
析
、
下
向
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

次
に
、
「
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
の
経
済
的
側
面
に
つ
い
て
の
叙
述
順
序
を
み
て
い
こ
う
。
実
は
こ
の
問
題
の
検
討
が
一
番
難

し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
当
時
の
経
済
学
の
水
準
に
お
い
て
は
、
資
本
制
生
産
の
内
在
的
法
則
の
把
握
が

未
成
熟
で
あ
っ
た
た
め
、
叙
述
方
法
に
若
干
の
混
乱
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
『
状
態
』
の
方
法
論
研
究
を
避
け
て
き
た

の
は
、
こ
の
点
の
困
難
に
大
き
な
原
因
が
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
と
も
か
く
も
こ
こ
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
叙
述
順
序
に
つ
い
て
の
見
解

と
事
実
関
係
を
検
討
し
よ
う
。

（
皿
）

ま
ず
「
経
済
的
諸
条
件
」
の
面
か
ら
「
即
自
的
」
に
階
級
｛
ご
彩
筬
す
る
。
こ
の
段
階
で
の
労
働
者
階
級
の
認
繊
は
、
た
と
え
そ
れ
が
一

般
的
で
あ
り
「
対
自
的
」
な
労
働
者
階
級
の
認
織
の
土
台
を
な
す
に
し
て
も
現
象
的
な
段
階
に
と
ど
ま
る
。
労
働
者
階
級
は
、
「
経
済

（
皿
）

的
諸
条
件
」
を
基
礎
に
闘
争
に
お
い
て
「
結
合
」
し
「
対
自
的
」
な
階
級
と
し
て
の
階
級
に
自
己
形
成
す
る
。
労
勵
畢
恒
階
級
を
町
濟
臼
的

か
つ
対
目
的
に
認
識
す
る
。
労
働
者
階
級
を
即
自
的
か
つ
対
自
的
に
認
識
す
る
時
、
労
働
者
階
級
は
真
に
本
質
的
に
認
織
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。



て
下
向
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
，

いつ
さ
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
い

に稚
「
競
争
」
、
「
ア
ィ
ル
ラ
ン
バ

姉
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

唾
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
大
都
十

瀝
「
大
都
市
で
は
、
工
業
宝

蕊
る
こ
の
発
達
の
影
響
も
ま
聖

の級
る
か
、
大
都
市
は
彼
ら
に
」

誰
体
的
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
》

働労
ど
れ
だ
け
の
賃
金
を
あ
た
』
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エ
ン
ゲ
ル
ス
の
叙
述
順
序
に
つ
い
て
の
言
及
に
よ
れ
ば
、
経
済
的
側
面
の
分
析
は
、
ま
ず
二
つ
に
わ
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
は
じ
め

は
「
大
都
市
」
の
章
か
ら
「
諸
結
果
」
に
い
た
る
四
つ
の
章
で
、
あ
と
は
「
労
働
部
門
」
に
つ
い
て
の
二
つ
の
章
で
あ
る
。
こ
の
叙
述

順
序
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
れ
ば
「
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
個
々
の
部
門
の
状
態
も
、
彼
ら
す
べ
て
が
工
業
に
ぞ
く
し
て
い
る
、
と

い
う
そ
の
こ
と
の
た
め
に
多
く
の
共
通
点
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
こ
の
共
通
点
を
と
り
あ
げ
て
全
般
的
に
論
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
と
で
も
っ
と
厳
密
に
、
個
々
の
労
働
部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
観
察

（
脳
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
理
由
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
形
式
か
ら
み
れ
ば
明
ら
か
に
一
般
か
ら
特
殊
へ
の
分
析
、

下
向
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
叙
述
形
式
は
問
題
を
含
む
。
こ
の
点
は
後
に
検
討
す
る
。

さ
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
い
う
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
と
っ
て
一
般
的
に
「
共
通
点
」
を
も
つ
と
こ
ろ
の
も
の
は
「
大
都
市
」
、

「
競
争
」
、
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
移
住
」
、
「
諸
結
果
」
の
四
つ
の
章
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
れ
ら
の
章
を
ど
の
よ
う
に
叙
述
し
ょ

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
大
都
市
」
の
章
か
ら
分
析
を
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て
、
工
業
の
発
達
が
大
都
市
を
生
み
だ
し
た
事
情
を
の
べ
、

「
大
都
市
で
は
、
工
業
や
商
業
が
も
っ
と
も
完
全
に
発
達
す
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
に
こ
の
大
都
市
で
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
た
い
す

る
こ
の
発
達
の
影
響
も
ま
た
も
っ
と
も
明
瞭
に
そ
し
て
も
っ
と
公
然
と
あ
ら
わ
れ
る
」
と
し
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
が
ど
ん
な
境
遇
に
あ

（
Ⅳ
）
 

る
か
、
大
都
市
は
彼
ら
に
た
い
し
て
ど
ん
な
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
か
」
を
「
研
究
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
か
く
て
こ
の
章
で
具

体
的
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
資
本
主
義
「
社
会
は
、
労
働
者
に
た
い
し
て
、
そ
の
労
働
の
報
酬
と
し
て
住
宅
、
衣
服
、
食
物
の
か
た
ち
で

ど
れ
だ
け
の
賃
金
を
あ
た
え
て
い
る
か
、
社
会
は
ま
た
、
社
会
の
生
存
の
た
め
に
も
っ
と
も
多
く
貢
献
し
て
い
る
労
働
者
に
た
い
し
て
、

（
肥
）

い
っ
た
い
ど
ん
な
生
存
を
か
な
え
て
や
っ
て
い
る
か
を
」
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
一
九
世
紀
前
半
の
都
市

労
働
者
の
主
要
生
活
手
段
の
悲
惨
な
消
費
生
活
状
態
の
分
析
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
で
わ
か
よ
う
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
ま
ず
労
働
者
階
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面
の
分
析
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
大
都
市
」
の
章
の
分
析
を
終
え
る
に
当
っ
て
「
い
ま
や
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
（
窮
乏
化
せ
る
消
費
生
活
状
態
の

（
四
）

ｌ
引
用
者
）
臓
因
を
や
や
露
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
」
と
の
べ
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
「
卜
に
た
い
し
て
お
よ
朧
す
競
争
の
影

響
を
懲
熱
」
す
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
ま
ず
第
一
に
「
個
々
の
労
働
者
の
あ
い
だ
に
お
こ
な
わ
れ
る
競
争
の
結
果
」
を
分
析
し
、
労
働
者

（
皿
）

の
競
争
が
必
然
化
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
し
て
の
生
存
条
件
、
競
争
を
媒
介
す
る
賃
金
変
動
を
分
析
す
る
。
第
二
に
労
働
者
の

（
型
）

（
淫
）

（
灘
）

（
閉
）

「
大
規
模
」
な
競
争
と
し
て
の
「
過
剰
人
口
」
Ⅱ
「
失
業
予
備
軍
」
の
発
生
と
そ
の
作
用
、
を
分
析
し
、
そ
れ
が
「
全
般
的
な
貧
困
」
を

生
み
だ
す
こ
と
を
分
析
し
て
い
る
。
最
後
に
「
失
業
予
備
軍
」
自
体
の
生
活
状
態
を
分
析
し
て
い
る
。

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
移
住
」
の
章
で
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
れ
ば
、
「
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
の
お
か
れ
て
い
る
ど
う
に
も
な
ら
な

い
屈
辱
の
い
ま
一
つ
の
原
因
、
い
ま
で
も
引
き
つ
づ
き
こ
の
階
級
の
地
位
を
ま
す
ま
す
深
く
お
し
さ
げ
る
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
一
つ

（
蝿
）

の
原
因
」
と
し
て
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
移
住
」
を
分
析
し
て
い
る
。
こ
こ
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
移
住
」
を

「
大
規
模
」
な
競
争
の
特
殊
形
態
と
し
て
把
え
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
自
国
で
は
失
う
も
の
が
な
く
、
本
国
で
う
る
も
の
が
多
か
っ
た

の
で
、
本
国
の
大
都
市
に
お
し
よ
せ
、
本
国
労
働
者
の
強
力
な
競
争
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
分
析
し
、
こ
の
章
を
「
競
争
」
の
章
の

続
き
と
し
て
い
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
の
よ
う
に
、
第
一
に
労
働
者
の
経
済
的
生
活
の
現
象
的
側
面
、
消
費
生
活
部
面
を
分
析
し
、
第

二
に
、
労
働
者
の
競
争
状
態
を
今
日
的
に
い
え
ば
労
働
市
場
で
の
状
態
を
消
費
生
活
に
お
け
る
貧
困
現
象
の
原
因
と
し
て
、
本
質
的
部

級
の
経
済
的
状
態
の
う
ち
の
現
象
的
側
面
す
な
わ
ち
労
働
者
の
生
産
関
係
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
る
分
配
物
の
消
弊
を
分
析
し
て
い
る
。

し
か
も
、
そ
れ
は
客
体
的
な
生
活
手
段
の
消
費
の
み
が
分
析
さ
れ
、
消
費
に
よ
る
労
働
力
の
生
産
の
側
面
は
後
（
「
諸
結
果
」
の
章
）

し
か
も
、
そ
れ
は
｛

に
保
留
さ
て
い
る
。

最
後
の
「
諸
結
果
」
の
章
で
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
れ
ば
前
一
一
一
章
で
み
た
「
境
遇
の
も
と
で
、
労
働
者
そ
の
も
の
は
ど
う
な
っ
た
の
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疋彼らはどんな人間になっているのか、彼らの肉体的・知的・道徳的状態はどうなってい匙趣」が分析されている。
彼
は
、
本
章
と
前
三
章
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
把
え
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
労
働
者
階
級
の
お
か

れ
て
い
る
生
活
状
態
を
か
な
り
く
わ
し
く
観
察
し
お
わ
っ
た
の
で
、
い
ま
や
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
さ
ら
に
包
括
的
な
結
論
を
ひ
き
だ
し
、

（
醒
）

ま
た
こ
れ
ら
の
結
論
を
あ
ら
た
め
て
事
実
と
比
較
し
て
み
る
と
き
で
あ
ろ
う
」
と
。
す
な
わ
ち
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
労
働
者
の
客
観
的
生

活
条
件
と
し
て
の
住
衣
食
の
消
餐
生
活
状
態
、
更
に
そ
の
貧
困
を
生
み
だ
す
労
働
者
の
競
争
状
態
（
す
な
わ
ち
労
働
市
場
の
状
態
）
か

ら
「
結
論
」
と
し
て
劣
悪
で
非
人
間
的
な
労
働
者
の
肉
体
的
・
知
的
精
神
的
状
態
を
ひ
き
だ
し
、
そ
れ
を
実
証
的
に
分
析
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
「
共
通
点
」
を
も
っ
た
経
済
的
側
面
の
叙
述
方
法
は
、
形
式
的
に
み
れ
ば
、
消
費
生

活
と
い
う
労
働
者
の
客
体
的
な
現
象
的
条
件
の
分
析
か
ら
、
そ
れ
ら
の
結
果
の
原
因
と
し
て
の
労
働
市
場
を
分
析
し
、
更
に
そ
れ
ら
の

原
因
と
結
果
か
ら
更
に
労
働
者
の
肉
体
と
精
神
の
状
態
と
い
う
い
わ
ば
労
働
者
の
主
体
的
条
件
の
荒
廃
現
象
を
分
析
す
る
方
法
を
と
っ

て
い
る
。
概
し
て
い
え
ば
、
こ
の
叙
述
順
序
は
現
象
か
ら
本
質
へ
の
分
析
、
下
向
に
よ
っ
て
労
働
者
階
級
の
経
済
状
態
に
つ
い
て
の
科

学
的
認
識
を
帰
納
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
に
よ
る
限
り
で
は
第
一
に
、
「
競
争
」
の

位
置
が
果
し
て
妥
当
か
、
第
一
Ｅ
、
以
上
の
分
析
で
労
働
者
階
級
の
経
済
状
態
が
全
面
的
に
分
析
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が

直
接
の
原
因
が
あ
る
。

当時のエンゲルスの経済理論の最大の欠陥は、盗本制的生産法則の認識における『競争論的痩曜』である。例え

点
に
つ
い
て
。
労
働
者
階
級
の
消
費
生
活
状
態
の
貧
困
を
労
働
市
場
の
面
か
ら
説
明
す
る
こ
と
自
体
け
っ
し
て
不
当
で
は
な

し
、
単
に
貧
困
の
原
因
を
競
争
と
い
う
外
的
な
関
係
で
の
み
説
明
す
る
に
と
ど
ま
る
な
ら
ば
、
本
質
的
認
識
と
し
て
は
不
十

う
。
と
こ
ろ
が
当
時
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
多
分
に
そ
う
し
た
傾
向
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
叙
述
方
法
の
混
乱
の
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ぱ
７
『
国
民
経
済
批
判
大
綱
』
で
は
、
「
私
的
所
有
が
存
立
す
る
か
ぎ
り
結
局
い
っ
さ
い
が
競
争
に
帰
着
」
し
、
「
競
争
の
矛
盾
は
、

（
釦
）

私
的
所
有
そ
の
も
の
の
矛
盾
と
ま
っ
た
く
同
一
」
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
把
握
が
資
本
主
義
的
競
争
を
競
争
一
般
に
、
資

本
主
義
を
私
的
所
有
一
般
に
解
消
す
る
と
い
う
傾
向
を
も
つ
点
を
こ
こ
で
問
わ
な
い
が
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
資
本
主
義
の
矛
盾
を
す
べ
て

私
的
所
有
Ⅱ
競
争
と
し
て
説
こ
う
と
い
う
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
「
競
争
が
窮
乏
、
貧
困
、
犯
罪
の

（
弧
）

原
因
で
あ
る
」
と
い
う
原
理
が
で
て
く
る
し
、
『
状
態
』
で
も
こ
う
し
た
見
地
に
基
づ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
の

（
型
）

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
『
資
本
論
』
で
い
」
つ
と
こ
ろ
の
「
競
争
」
は
「
資
本
制
生
産
の
内
在
的
法
則
が
資
本
の
外
的
運
動
に
お
い
て
現
象
」

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
正
し
い
見
地
に
到
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
明
確
に
「
資
本
制
生
産
の
内
在
法
則
」
を
一
般
的

に
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
彼
は
、
そ
う
し
た
も
の
を
競
争
の
法
則
と
し
て
、
内
的
法
則
を
外
的
法
則
に
よ
っ
て
把
握
し
よ
う

と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
消
費
生
活
の
貧
困
の
原
因
を
競
争
に
よ
っ
て
説
明
す
る
と
い
う
方
法
を
、
『
状

態
』
の
経
済
的
側
面
の
前
半
の
分
析
に
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
点
。
第
一
の
問
題
と
関
係
す
る
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
共
通
点
」
の
部
分
の
分
析
で
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
経
済

的
側
面
の
分
析
を
す
べ
て
終
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
前
半
で
は
明
ら
か
に
、
労
働
過
程
の
分
析
が
欠
け
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
い
わ
ゆ
る
「
労
働
部
門
「
｜
の
二
つ
の
章
は
、
内
容
的
に
は
主
と
し
て
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
労
働
過
程
に
お
け
る
労
働
者

の
状
態
の
分
析
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
鍋
）

今
こ
こ
で
「
個
々
の
労
働
部
門
」
の
叙
述
内
容
の
概
要
を
一
示
せ
ば
、
第
一
に
、
「
機
械
的
発
明
の
進
歩
」
に
よ
っ
て
直
接
生
み
だ
さ

れ
る
結
果
、
す
な
わ
ち
機
械
の
導
入
に
よ
る
失
業
者
の
発
生
、
そ
れ
の
賃
金
引
下
の
誘
発
、
婦
人
子
供
労
働
の
採
用
、
そ
の
結
果
と
し

（
艶
）

て
の
婦
人
子
供
の
肉
体
的
精
神
的
荒
廃
、
な
ど
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
「
労
働
方
法
」
と
二
』
の
及
ぼ
す
影
響
が
、
す
な
わ
ち

（
鍋
）

夜
間
労
働
や
長
時
間
労
働
の
労
働
者
の
身
心
に
及
ぼ
す
影
響
、
を
分
析
し
て
い
る
。
第
三
に
「
工
場
法
」
の
成
果
と
欠
陥
が
、
す
な
わ



（
錨
）

ち
工
場
法
の
実
態
一
色
通
し
て
資
本
の
破
壊
的
作
用
へ
の
制
限
と
そ
の
限
界
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
第
四
に
、
工
場
制
度
の
「
精
神
」
に

（
訂
）

た
い
す
る
影
響
、
す
な
わ
ち
労
働
者
の
精
神
的
庶
鐸
杓
と
反
逆
の
発
生
と
を
分
析
し
て
い
る
。
第
五
に
「
奴
隷
制
度
」
と
し
て
の
「
工
場

制
度
」
を
、
工
場
規
則
、
罰
金
制
度
、
ト
ラ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
、
小
屋
制
度
、
な
ど
と
し
て
分
析
し
て
い
る
。
「
そ
の
他
の
労
働
部
門
」

の
章
も
ほ
ぼ
こ
う
し
た
分
析
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
分
析
か
ら
わ
か
よ
う
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
大
都
市
」
か
ら
「
諸
結
果
」
の
四
章
を
形
式
的
に
は
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
の
一
般
的
側
面
と
し
て
、
本
一
一
章
を
特
殊
的
側
面
と
し
て
一
般
か
ら
特
殊
へ
分
析
を
進
め
る
と
い
う
方
法
を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、

て
し
か
し
、
実
際
の
分
析
内
容
か
ら
み
れ
ば
後
半
は
、
特
殊
の
分
析
で
は
な
く
、
前
半
に
欠
け
て
い
た
労
働
過
程
の
部
面
を
は
じ
め
て
分

い字
析
し
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
そ
れ
を
前
半
と
の
関
連
で
と
ら
え
れ
ば
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
、
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
消
費
生
活

誌
状
態
と
労
働
者
の
肉
体
的
。
精
神
的
状
態
、
労
働
市
場
の
状
態
、
労
働
過
程
Ⅱ
直
接
搾
取
過
程
の
状
態
を
通
じ
て
、
労
働
者
階
級
の
再

施
生
産
過
程
（
資
本
に
よ
る
労
働
力
商
品
と
そ
の
担
手
の
生
産
・
流
通
・
消
費
の
統
一
的
過
程
）
が
全
面
的
に
分
析
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

蛾
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
経
済
的
側
面
の
基
本
的
な
叙
述
順
序
は
、
内
容
的
に
み
れ
ば
、
賃
金
に
よ
る
消
巽
生
活
状
態
、
そ
れ
に

嘘
よ
る
労
働
力
の
肉
体
的
精
神
的
生
産
の
結
果
と
し
て
の
労
働
者
の
肉
体
的
精
神
的
状
態
、
と
い
う
分
配
関
係
の
結
果
（
消
費
生
活
）
か

蕊
ら
、
直
接
分
配
関
係
を
規
定
す
る
労
働
市
場
の
状
態
（
労
働
者
間
の
各
種
の
競
争
状
態
）
、
更
に
労
働
者
の
本
質
的
生
産
関
係
を
示
す

”
直
接
的
生
産
過
程
（
搾
取
過
程
と
し
て
の
労
働
過
程
）
へ
と
い
う
労
働
者
階
級
の
現
象
か
ら
本
質
へ
の
分
析
、
下
向
で
あ
る
。

鐸以上のように全体としてみてくると、競争論的接近に災いされてエンゲルスが設定して「共通点」の分析順序を
労
解
体
し
、
「
大
都
市
」
と
「
諸
結
果
」
を
一
括
し
、
次
い
で
「
競
争
」
の
一
一
章
を
お
き
、
最
後
に
「
労
働
部
門
」
の
一
一
章
を
お
け
ば
、

１
整
合
的
に
な
る
と
同
時
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
基
本
的
態
度
が
よ
り
明
確
に
な
る
。

４
 

３
し
か
ｊ
ｂ
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
競
争
論
接
近
』
は
、
労
働
過
程
の
分
析
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に
は
資
本
の
内
在
的
法
則
の
把
握
、
『
資
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最
後
に
個
々
の
章
の
叙
述
方
法
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

例
え
ば
、
『
序
説
』
の
「
イ
ギ
リ
ス
工
業
の
発
展
」
に
つ
い
て
の
叙
述
方
法
に
つ
い
て
み
る
と
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
ま
ず
主
要
部

（
虹
）

門
で
あ
る
木
綿
工
業
か
ら
は
じ
め
る
」
。
こ
の
点
も
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
一
言
及
は
な
い
が
、
こ
の
業
種
の
歴
史
的
位
置
か
ら
み
て
、
ま
ず
木

綿
工
業
の
分
析
を
始
め
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
年
代
順
に
原
綿
の
輸
入
錘
と
綿
製
品
の
輸
出
量
、
更
に
動

力
、
労
働
力
の
数
、
綿
工
業
の
地
域
分
布
を
あ
げ
、
綿
工
業
の
発
展
の
あ
と
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
叙
述
方
法
は
、
時
間
的
・

空
間
的
諸
条
件
を
導
入
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
個
別
的
な
歴
史
過
程
の
分
析
で
あ
る
。
他
の
章
に
お
い
て
も
こ
の
点
は
全
く
同
様
で
あ
る
。

以
上
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
言
及
と
事
実
関
係
に
即
し
た
『
状
態
』
の
大
雑
把
な
叙
述
方
法
で
あ
る
。
最
後
に
『
状
態
』
の
叙
述
方
法
を

『
理
論
的
科
学
』
の
叙
述
方
法
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
状
態
』
の
叙
述
方
法
の
特
徴
を
明
確
に
し
た
い
、
と
思
う
。

『
理
論
的
科
学
』
の
叙
述
方
法
は
、
｜
般
的
に
い
え
ば
下
向
的
に
帰
納
し
た
単
純
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
具
体
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
上
向

、
、
、
、

本
一
般
的
接
近
』
へ
の
下
向
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
シ
」
の
こ
と
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
、
「
貧
困
の
原
因
は
社
会
関
係
、
す
な
わ

（
犯
）

ち
競
争
」
と
い
っ
た
表
現
か
ら
●
も
わ
か
る
。
彼
は
競
争
を
競
争
と
し
て
だ
け
つ
か
ん
だ
の
で
な
く
社
会
関
係
の
総
体
と
し
て
把
握
し
て

お
り
、
こ
こ
に
は
不
十
分
な
が
ら
内
在
的
な
関
係
が
包
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
い
ま
や
本
書
（
『
状
態
』
の
こ
と
ｌ
－
１
引

（
釦
）

用
者
）
を
す
こ
し
注
意
す
る
な
ら
ば
、
競
争
が
あ
町
ソ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
あ
る
が
資
本
主
義
が
欠
け
て
い
る
」

と
主
張
す
る
大
月
版
マ
ル
。
エ
ン
選
集
の
「
解
説
者
」
の
見
解
は
、
全
く
根
拠
の
な
い
暴
言
で
あ
る
。
我
々
は
、
マ
ル
ク
ス
が
『
状

（
⑩
）
 

態
』
に
与
え
た
評
価
、
す
な
わ
ち
「
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
資
本
制
的
生
産
様
式
の
精
神
を
い
か
に
深
く
把
握
し
た
か
」
と
い
う
こ
と
を
一
示
す

の
は
、
ま
さ
に
、
『
競
争
論
的
接
近
』
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
労
働
部
門
」
の
二
つ
の
章
で
搾
取
過
程
Ⅱ
労
働
過
程
の
分
析
を
行
い
、

『
資
本
一
般
的
把
握
』
へ
の
下
向
が
実
体
的
に
進
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

『
資
本
一
般
的
把
握
』

各
章
の
叙
述
方
法
。



的
に
展
開
す
る
論
理
的
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
状
態
』
の
方
法
は
、
一
般
的
理
論
に
よ
っ
て
演
鐸
的
に
認
識
さ
れ
た
現
実
的

・
歴
史
的
過
程
を
、
具
体
的
に
歴
史
的
条
件
に
基
づ
い
て
分
析
的
に
叙
述
す
る
と
い
う
歴
史
的
方
法
で
あ
る
。
『
理
論
的
科
学
』
の
叙

述
の
端
緒
は
、
最
も
抽
象
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
理
論
的
分
析
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
状
態
』
で
は
、
『
序
説
』
の
分
析
で
明
ら
か

な
よ
う
に
具
体
的
で
現
実
的
な
歴
史
総
体
の
一
部
の
歴
史
的
分
析
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
が
『
批
判
序
説
』
で
、

「
あ
る
あ
た
え
ら
れ
た
国
を
経
済
学
的
に
考
察
す
る
と
き
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
国
の
人
口
、
そ
の
人
口
の
諸
階
級
へ
の
都
市
、

（鍋）（狸）
農
村
、
海
洋
へ
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
産
部
門
へ
の
配
合
、
輸
出
と
輸
入
、
年
々
の
生
産
と
消
饗
、
商
品
価
格
等
々
か
ら
は
じ
め
る
」
と

て
い
っ
て
い
る
方
法
に
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
そ
し
て
『
理
論
的
科
学
』
で
は
、
具
体
的
現
実
的
歴
史
を
、
単
純
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
具
体

い
（
伯
）

車
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
上
向
す
る
「
多
く
の
規
定
の
総
括
」
Ⅱ
理
論
体
系
と
し
て
把
握
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
状
態
』
で
は
、
具
体
的
現

錐
実
的
歴
史
を
、
労
働
者
階
級
の
一
般
的
理
論
的
立
場
か
ら
、
い
く
つ
か
の
具
体
的
、
現
実
的
要
素
を
現
象
的
な
も
の
と
本
質
的
な
も
の

”
と
、
一
般
的
な
も
の
と
特
殊
的
な
も
の
に
分
割
し
、
そ
れ
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
の
内
的
関
係
を
与
え
、
労
働
者
階

唾
級
の
状
態
を
包
括
的
に
認
識
し
よ
う
と
す
る
。

嘘
『
理
論
的
科
学
』
で
は
、
現
実
的
具
体
的
歴
史
過
程
は
、
理
論
に
実
証
性
を
も
た
せ
る
た
め
に
「
歴
史
的
な
例
証
、
つ
ま
り
現
実
と

（
鈍
）

、
、
、

蕊
の
た
え
ま
な
い
接
触
」
と
し
て
部
分
的
に
取
扱
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
論
理
的
歴
史
的
方
法
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
歴
史
を
歴
史
の
一
般

”
法
則
と
し
て
理
論
に
反
映
す
る
。
『
状
態
』
の
場
合
は
、
理
論
を
前
提
と
し
て
、
い
わ
ば
論
理
的
に
歴
史
を
あ
つ
か
い
「
歴
史
的
形
態

識
と
撹
乱
的
偶
然
と
い
う
お
お
い
」
を
分
析
し
、
現
象
か
ら
本
質
的
認
識
を
帰
納
す
る
、
と
い
う
叙
述
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
『
理
論
的

鍋
科
学
』
の
「
例
証
」
が
個
々
の
理
論
に
対
応
す
る
部
分
的
歴
史
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
状
態
』
に
お
け
る
歴
史
は
全
面
的
な
歴
史

３
の
分
析
で
あ
り
、
従
っ
て
全
体
と
し
て
綜
合
的
で
あ
る
。
従
っ
て
あ
る
論
者
が
「
『
資
本
論
』
は
、
労
働
者
階
級
の
状
態
の
叙
述
を
す

４
 

３
る
の
に
、
ま
ず
絶
対
的
剰
余
価
値
に
関
連
し
て
労
働
日
か
ら
は
じ
め
て
い
る
が
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
本
書
で
は
人
口
の
集
中
、
都
市
に
お
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け
る
住
居
状
態
が
ま
ず
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。
吾
々
は
こ
う
し
た
叙
述
の
形
式
に
も
う
オ
イ
エ
ル
パ
ッ
ハ
的
共
産
主
義
の
浅
津
を
感

妬
）

じ
る
の
で
あ
る
」
と
批
判
す
る
の
は
、
完
全
な
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
論
者
は
、
二
重
の
混
乱
の
上
に
誤
っ
た
批
判
を
し
て
い
る
。
第
一

に
、
こ
の
論
者
は
、
『
理
論
的
経
済
学
』
と
し
て
の
『
資
本
論
』
と
『
実
証
的
歴
史
分
析
』
と
し
て
の
『
状
態
』
の
学
的
相
異
を
全
く

無
視
し
、
両
者
を
同
一
の
方
法
論
的
次
元
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
『
資
本
論
』
の
『
例
証
』
と
し
て
の
『
イ
ギ
リ
ス

に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
』
と
『
実
証
的
歴
史
分
析
』
と
し
て
の
『
状
態
』
を
同
次
元
の
問
題
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
か
く
て
、

論
者
は
、
両
者
の
相
異
を
も
っ
て
『
状
態
』
の
方
を
ヲ
オ
イ
エ
ル
パ
ッ
ハ
的
共
産
主
義
」
的
偏
向
を
も
つ
も
の
と
批
判
す
る
の
で
あ

る
０ 

ゲー、￣、〆■、〆￣、－，

１３１２１１１０９ 
，＝〆、、〆、－'、．〆、．'

〆■、グー、グー、グー、／■、ゲー、￣、グー、

８７６５４３２１ 
，＝ジ、.〆、.〆～ン出一〆、-＝、－ンﾐｰｸﾞ

同
上
、
四
七
八
頁
。

典
型
分
析
は
他
の
章
で
も
用
い
て
い
る
分
析
方
法
で
あ
る
が
、
歴
史
の
網
羅
的
分
析
が
困
難
で
あ
る
以
上
、
代
表
的
事
例
の
詳
細
な
分
析

は
、
認
織
深
化
の
有
効
な
方
法
で
あ
る
。

マ
ル
。
エ
ン
全
集
第
二
巻
、
四
七
八
頁
。

た
と
え
ば
拙
稿
『
現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
労
働
者
階
級
と
は
何
か
』
、
雑
誌
『
現
代
の
理
論
』
’
一
二
号
参
照
。

マ
ル
。
エ
ン
全
集
第
三
巻
、
五
○
頁
。

マ
ル
・
エ
ン
選
集
第
一
巻
大
月
版
、
四
四
九
頁
。

同
上
、
五
二
九
頁
。

同
上
、
五
三
三
頁
・

同
上
、
二
四
七
頁
。

同
上
、
二
四
七
頁
。

同
上
、
二
四
七
頁
。

同
上
、
二
四
七
頁
。

マ
ル
・
エ
ン
全
集
第
二
巻
、
一
一
三
○
頁
。
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グー、〆■、

２２２１ 
、、ジ、一

同同
上上
、、

（
卯
）
同
上
、

〆■へ〆■、

１９１８ 
、.＝、－〆

同同
上上
、、

一、グー、

２４２３ 
－ン、－〆

同同
上上
、､

行
）
同
上
、

（
配
）
同
上
、

（
邪
）
同
上
、

Ｅ
）
同
上
、
四
四
九
頁
。

盆
）
マ
ル
・
エ
ン
全
集
第
二
巻
、

（
油
）
同
上
、
二
四
七
頁
。

（
〃
）
同
上
、

（
配
）
同
上
、

（
豹
）
こ
の
点
に
つ

こ
の
六
参
照
。

（
釦
）
マ
ル
・
エ
ン

（
型
）
『
資
本
論
』
（
青
木
書
店
版
）
第
一
巻
、
五
三
五
頁
。

（
粥
）
マ
ル
・
エ
ン
全
集
第
二
巻
、
三
六
六
頁
。

（
型
）
同
上
、
一
一
一
八
二
頁
。

（
皿
）
同
上
、
五
六
三
頁
。

○
六
頁
。

○
六
頁
。

○
五
頁
。

五
三
頁
。

四
九
頁
。

全
集
第
一
巻
、
五
五
七
頁
。

○四
頁頁
◎｡ 

五
頁
。

六
頁
。

六
頁
。

い
て
は
、
佐
鱸
金
三
郎
「
競
争
と
過
剰
人
口
ｌ
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
国
民
経
済
学
批
判
大
綱
』
を
中
心
と
し
て
」
『
経
済
学
繼
縫
』

頁頁
。｡

三
五
六
’
七
頁
。
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以
上
、
『
状
態
』
の
研
究
方
法
を
研
究
過
程
の
方
法
と
叙
述
の
方
法
に
分
け
て
検
討
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
『
状
態
』
の
方
法
は
両

者
が
不
可
分
に
、
相
互
制
約
的
に
統
一
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
相
対
的
に
両
者
を
区
分
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
叙
述
方
法
は
研
究
過

程
の
成
果
を
直
接
反
映
す
る
手
段
で
あ
り
そ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
『
状
態
』
の
叙
述
方
法
が
歴
史
的
、
実
証
的
、
分
析

的
、
下
向
的
、
帰
納
的
、
具
体
的
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
相
対
的
に
特
徴
的
に
そ
う
な
の
で
あ
っ
て
、
な
ん
ら
論
理
的
、
抽
象

的
、
上
向
的
、
演
縄
的
で
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
方
法
を
も
っ
て
研
究
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
み
て
き
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
状
態
』
の
方
法
に
つ
い
て
、
私
は
教
条
主
義
的
に
頭
か
ら
す
ぺ
て
肯
定
す
る
つ
も
り
は

_、グー、〆■、〆■、￣､￣、アヘ〆へ伊自、￣、グー、戸、

４６４５４４４３４２４１４０３９３８３７３６３５ 
ﾐーンﾐージミージ、￣､已〆、■ザ、－少、￣、－ゾ、－ヶﾐージ、－〆

あ
と
が
き

同
上
、
二
六
五
頁
。

マ
ル
・
エ
ン
選
集
補
巻
二
、
五
一
二
頁
。

『
資
本
論
』
第
一
巻
、

同
上
、
一
一
三
六
頁
。

前
掲
『
批
判
』
、
三

同
上
、
一
一
二
二
頁
。

同
上
、
二
六
八
頁
。

同
上
、
五
○
六
頁
。
傍
点
は
引
用
者
。

マ
ル
・
エ
ン
選
集
補
巻
二
、
初
版
、
五
一
二
頁
。

『
資
本
論
』
第
一
巻
、
四
一
九
頁
。

同
上
、
四
○
二
頁
。

同
上
、
四
○
九
頁
。

同
上
、
四
一
○
頁
。

-

頁
、
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な
い
。
だ
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
状
態
』
の
方
法
論
は
、
私
の
理
解
し
う
る
科
学
論
的
見
地
か
ら
は
、
基
本
的
に
は
妥
当
な
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
状
態
』
の
方
法
を
マ
ル
ク
ス
主
義
の
『
実
証
的
歴
史
分
析
』
の
妥
当
な
方
法
と
し
て
全

面
的
に
論
証
す
る
余
裕
は
な
い
。
従
っ
て
こ
の
課
題
は
、
別
の
機
会
ま
で
保
留
し
て
お
か
な
け
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
も
っ
ぱ
ら
、

七
勺

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
状
態
』
の
方
法
を
そ
れ
自
体
と
し
て
検
出
す
る
》
」
と
に
よ
っ
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
状
態
』
の
方
法
論
及
び
一
般
に

労
働
者
階
級
の
『
実
証
的
歴
史
分
析
』
の
方
法
論
に
つ
い
て
の
研
究
に
な
ん
ら
か
の
問
題
提
起
と
な
れ
ば
よ
い
と
願
っ
て
い
る
。

尚
、
『
状
態
』
の
学
的
・
歴
史
的
意
義
や
、
『
状
態
』
の
持
つ
理
論
的
方
法
的
限
界
、
欠
陥
に
つ
い
て
も
詳
し
く
ふ
れ
た
か
っ
た
が
、

な
に
ぶ
ん
紙
数
に
制
限
が
あ
っ
た
の
で
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
代
り
こ
の
点
に
つ
い
て
前
掲
拙
稿
で
ご
く
簡
単
に
ふ
れ
て

記
念
で
あ
る
。

お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

今
年
（
一
九
七
○
年
）
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
生
誕
一
五
○
周
年
に
当
る
。
本
論
は
私
の
さ
さ
や
か
な
エ
ン
ゲ
ル
ス
生
誕
一
五
○
周
年
へ
の


